
Hirad
o C

ity Public Relations

参加者
募集

10・３１ 締切

と きと きと き ところところところ

ContentsContentsContents
2020

2222

2323

2424

2626

2828

3030

3333

3636

20

22

23

24

26

28

30

33

36

▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼

まちのひとびとまちのひとびと
平戸くんち城下秋まつり平戸くんち城下秋まつり
ちゃんこモ～！牛モ～！喰らいMAXin平戸ちゃんこモ～！牛モ～！喰らいMAXin平戸
市長のトップ対談シリーズ18市長のトップ対談シリーズ18
平戸くんち　まち歩きＭＡＰ平戸くんち　まち歩きＭＡＰ
職員の給与と定員管理職員の給与と定員管理
平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
情報ひろば情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと

まちのひとびと
平戸くんち城下秋まつり
ちゃんこモ～！牛モ～！喰らいMAXin平戸
市長のトップ対談シリーズ18
平戸くんち　まち歩きＭＡＰ
職員の給与と定員管理
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

０２０２

0505

0606

0808

1414

1616

1717

1818

０２

05

06

08

14

16

17

18

５年に一度の日本一決定戦５年に一度の日本一決定戦
～平戸の牛を日本一に～～平戸の牛を日本一に～
祝・平戸オランダ商館 開館１周年祝・平戸オランダ商館 開館１周年
まちのできごとまちのできごと
私たちが描く平戸市の未来予想図私たちが描く平戸市の未来予想図
開催まで２年  長崎がんばらんば国体2014開催まで２年  長崎がんばらんば国体2014
みんなの図書館みんなの図書館
健康・福祉いきいき通信vol.27健康・福祉いきいき通信vol.27
市民の声・読者プレゼントコーナー市民の声・読者プレゼントコーナー

５年に一度の日本一決定戦
～平戸の牛を日本一に～
祝・平戸オランダ商館 開館１周年
まちのできごと
私たちが描く平戸市の未来予想図
開催まで２年  長崎がんばらんば国体2014
みんなの図書館
健康・福祉いきいき通信vol.27
市民の声・読者プレゼントコーナー

10：00　田平町民センター集合・オリエンテーション
10：15　イタリアンシェフから学ぶお料理教室
13：15　交流パーティー
14：30　田平町民センター出発
15：00　2012光のフェスタ　イルミネーションの装飾
17：30　解散終了

timeschedule

クッキングdeホットなめぐりあいクッキングdeホットなめぐりあいクッキングdeホットなめぐりあい
平戸婚活のすすめVol.８平戸婚活のすすめVol.８平戸婚活のすすめVol.９
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平戸市役所はチャレンジ 25
キャンペーンに参加しています。

編集室からひとこと
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◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,239人（－25）
　男性／16,477人（－2）
　女性／18,762人（－23）
■世帯数　14,430戸（+9）
※（ ）は、前月との比較

平成24年9月1日現在

　9月13・14日に開催された
長崎県代表牛合宿からの一コ
マ。10月25日から開催され
る「第10回全国和牛能力共進
会 和牛の祭典inながさき」に
向け、審査の際に求められる
整列の調教の様子。出品者の
みなさんの指示どおり40分
以上整列し続ける姿は圧巻の
一言。力強い立ち姿に全国大
会での活躍が期待されます。

　昨年に続いて今年も「子
ども議会」を取材しました。
自席から堂々と発言する子
ども議員のみなさんは頼も
しく、平戸市のことを真剣
に考えていることが伝わっ
てきました。「学んだこと
を後輩に伝えたい」と参加
した生徒たちの感想文。次
の子ども議会の開催は２年
後。現在の中学１年生・小
学６年生が子ども議員とな
って登場する予定です。先
輩から後輩へ、未来を考え
るバトンをつなぎます。

　いよいよ「第10回全国和
牛能力共進会和牛の祭典in
ながさき」が、今月25日か
ら29日まで、ハウステン
ボスで開催されます。この
全国大会に向け、出品者の
みなさんの頑張りはもちろ
んのこと、地域のみなさん
が、自分たちの代表牛なん
だという気持ちで一生懸命
協力している姿が印象的で
した。市民のみなさんも、
ぜひ、会場に足を運んでい
ただき、温かいご声援をよ
ろしくお願いします。
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古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

イタリアンシェフから学ぶ料理教室で、素敵な出会いを探してみませんか？

11月11日（日）
午前10時～午後５時30分（受付 午前9時30分）

田平町民センター

参加費 男性   3,500円  ・  女性   2,500円　※当日、受付にてお支払いいただきます。

募集人数 男性  12人  ・  女性  12人　
※男性は、市内在住者に限ります。　※申込多数の場合は抽選となります。予めご了承ください。

応募資格 25歳以上 40歳未満の独身の男性・女性
※将来、真剣に結婚を考えている人、パートナーを探している人

応募締切 10月31日（水）

申込方法 氏名、性別、生年月日、年齢、住所、電話番号（自宅・携帯）、メールアドレス、
職業を明記して、メール・FAX・電話いずれかの方法でお申し込みください。

平戸市地域めぐりあい協議会事務局（企画課政策企画班内）
☎内線2336　FAX  22‐5178　Eメール  seisakukikaku@city.hirado.lg.jp

お申し込み

平戸商工会議所女性会事務局（平戸商工会議所内）☎22-3131お問い合わせ

イベントの日程

め
ざ
せ
日
本
一

　
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　　
和
牛
の
祭
典
in
な
が
さ
き
開
催
！

め
ざ
せ
日
本
一

　
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　　
和
牛
の
祭
典
in
な
が
さ
き
開
催
！

※写真はイメージです



応 援 メ ッ セ ー ジ 　 ～  W i s h i n g  y o u  t h e  b e s t .  ～応 援 メ ッ セ ー ジ 　 ～  W i s h i n g  y o u  t h e  b e s t .  ～

平戸市長

　黒田　成彦

〜
平
戸
の
牛
を
日
本
一
に
〜
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Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
管
内
の
代
表
者
は
全

て
平
戸
市
ご
出
身
と
い
う
こ
と
で
大
変
誇
り

に
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
肉
用
牛
振
興
に

地
道
に
取
り
組
み
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
平

戸
牛
の
技
術
の
結
晶
を
全
国
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
必
ず
や

平
戸
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
高
付
加
価
値
化

に
お
い
て
大
き
な
効
果
が
発
揮
で
き
る
と
確

信
い
た
し
ま
す
し
、
今
後
の
平
戸
市
の
観
光

戦
略
に
も
抜
群
の
期
待
が
高
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
愛
情
あ
ふ
れ
た
飼
養
管
理
と
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
の
成
果
が
実
り
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

へ
の
出
場
を
勝
ち
取
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
体
調
管
理
に
十
分
注
意
さ
れ
、

日
本
一
の
栄
冠
を
勝
ち
取
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
出
品
者
ご
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
家
族
お
よ
び
畜
産
関
係
者
・
地
域
の
み
な

さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
大
会
を
機
に
平
戸
市
に
お
け
る

さ
ら
な
る
和
牛
振
興
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一
堂
に
集
め
て
日

本
一
を
決
定
す
る「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
和

牛
の
祭
典
in
な
が
さ
き
」が
、
い
よ
い
よ
目
前

に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
平
戸
市
か
ら
も
、
畜

産
農
家
の
み
な
さ
ん
が
手
塩
に
か
け
て
育
て

上
げ
た
和
牛
６
頭
が
、
全
国
の
晴
れ
舞
台
に

出
品
さ
れ
ま
す
。
平
戸
の
風
土
で
育
っ
た「
平

戸
牛
」を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
平
戸
観
光
協
会
で
も
、
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
に
向
け
て「
平
戸
和
牛
フ
ェ
ア
」を
開

催
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す「
平
戸

牛
」の
日
本
一
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
代
表
牛
選
考
会
に
お
い
て
、
平
戸

市
か
ら
６
頭
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
回

の
鳥
取
大
会
の
反
省
の
も
と
、
５
年
間
、
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
生
産
者
が
一
体
と
な
り
、
努
力
さ
れ

た
成
果
の
賜
物
で
す
。
代
表
牛
の
座
を
射
止

め
た
６
人
の
み
な
さ
ん
、
県
代
表
牛
と
し
て

の
調
教
、
手
入
れ
な
ど
毎
日
大
変
で
す
が
、

私
た
ち
和
牛
繁
殖
部
会
も
一
緒
に
な
っ
て
戦

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
和
牛
の
里「
平
戸
」

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

日
本
一
を
合
言
葉
に
み
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
25
日（
木
）か
ら
29
日（
月
）に
か

け
て
佐
世
保
市
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
開

催
さ
れ
る「
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
和
牛
の
祭
典
in
な
が
さ
き
」に
第
７
区

の
長
崎
県
代
表
牛
と
し
て
出
品
さ
れ
る
す

ず
め
号
、
ゆ
か
号
、
ひ
ら
か
つ
号
、
と
よ

ゆ
き
５
号
。

　

第
７
区
は
４
頭
１
セ
ッ
ト
で
の
群
出
品

で
あ
る
た
め
、
何
よ
り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
固
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
長
崎
県
代
表
牛
合
宿
が
開

催
さ
れ
、
こ
こ
で
審
査
の
際
に
求
め
ら
れ

る
整
列
の
仕
方
な
ど
の
調
教
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

出
品
者
の
み
な
さ
ん
の
指
示
ど
お
り
、

４
頭
が
決
め
ら
れ
た
立
ち
位
置
に
40
分
以

上
整
列
し
て
い
る
姿
は
圧
巻
の
一
言
。

　

み
な
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
調

５
年
に
一
度
の
日
本
一
決
定
戦　

平戸観光協会長

　藤澤　美好

平戸地区
和牛繁殖部会長

　川上　松市

教
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
調
教
は
難
し

い
が
、
厳
し
い
中
に
も
愛
情
を
持
っ
て
、

粘
り
強
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
全
国
大
会
に
向
け
、
意
気
込
み

を
伺
う
と
、「
長
崎
県
の
代
表
牛
と
し
て
、

最
高
の
状
態
で
大
会
に
臨
み
、
日
本
一
を

目
指
し
た
い
」と
大
橋
さ
ん
。

　
「
日
本
一
を
目
指
し
ま
す
。
人
も
牛
も

一
体
と
な
っ
て
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」と
神
田
さ
ん
。

　
「
地
域
の
さ
ら
な
る
団
結
に
も
な
る
の

で
、
日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
松
口
さ
ん
。

　
「
責
任
重
大
だ
が
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」と
石
井
さ
ん
。

　

み
な
さ
ん
全
国
大
会
に
向
け
た
意
気
込

み
を
頼
も
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

整列の様子。出品者のみなさ
んの指示どおり、この状態で
40分以上整列し続けます。

毛の手入れの様子。小まめな
手入れが欠かせません。優し
く声をかけながら作業します。

指導員の指導の下、調教の仕
方を学びます。粘り強く調教
していくことが大切です。

第７区

大橋　幸之助さん

　すずめ号

第７区

神田　憲次郎さん

　ゆか号

第７区

松口　修治さん

　ひらかつ号

第７区

石井　一彦さん
（写真は石井　慶彦さん）

　とよゆき５号

ながさき西海農協
代表理事組合長

　松田　辰郎



「オランダかぴたんず」の名前、覚えているかな？　左から「フラン」・「シャック」・「コル」。それぞれ、平戸オランダ商館長の名前に由来しています。
フラン…第8代商館長フランソア・カロン　シャック…初代商館長ジャックス・スペックス　コル…第５代商館長コルネリス・ファン・ナイエンローデ

と　き・10月20日（土）
　　　　午後１時30分～
ところ・平戸オランダ商館高台

と　き・10月14日（日）
　　　  ～ 11月11日（日）
ところ・平戸オランダ商館
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　平成23年９月20日、待望の平戸オランダ商館が開館しました。建物全体が展示物である「平戸オランダ商館」。
１階の常設展示のほか、２階の多目的スペースでは、趣向を凝らしたさまざまな企画展やワークショップ、コン
サートなどが開催され、開館後は多くの人が訪れています。
　９月11日には開館１周年を前に、来館者が10万人を突破。９月15日には「平戸オランダ商館開館１周年記念
事業オープニングセレモニー」を開催し、また同日から、平戸桟橋からオランダ商館の前につながるボードウォー
ク「オランダ商館・海の遊歩道」の供用を開始しました。

■お問い合わせ　文化遺産課　（☎内線2635）

10
万人を突破
しました！

９月11日（火）

７
つ目の企画展
ギャラリートーク

１
周年を祝う
セレモニー

９月15日（土）

91
メートル
海の遊歩道

９月15日（土） ９月15日（土）
から供用開始

祝 平戸オランダ商館 開館　　周年

　記念すべき10万人目の来館者となったのは、家族で平戸

を訪れた福岡市の洲鎌猛雄さん一家。11カ月の愛娘・愛花

ちゃんとの初めての家族旅行で、「いい記念になりました」。

　平戸オランダ商館で７つ目の企画展となる「平戸の家宝

展」。代々伝わる貴重な資料について文化遺産課職員が解説。

参加者は興味深い話に耳を傾け、展示資料を見学しました。

　平戸桟橋から平戸オランダ商館の前につながるボード

ウォーク「オランダ商館・海の遊歩道」。目の前は海。潮風

を感じながら海辺の散策を楽しむことができます。

　９月15日に開催予定で、荒天のため延期となった「商館

長居宅跡発掘調査現場説明会」を行います。文化遺産課職員

が、居宅跡の西洋的な建築技術、出土品などについて解説

します。参加は無料です。

　「第10回全国和牛能力共進会長崎県大会」の開催を記念し

て開催される企画展です。「国牛十図」のほか、牛に関する

資料を展示します。10月20日（土）午後２時30分から、文
化遺産課職員によるギャラリートークを開催します。

　平戸オランダ商館開館１周年記念事業オープニングセレ

モニーには、関係者や市民など約50人が参加。平戸ゾン

ダーグのみなさんがオランダ衣装で出席し華を添えました。

歴史の裏を知る貴重な機会！
商館長居宅跡
発掘調査現場説明会

「国牛十図」（実物）を展示
企画展

牛と歩んだ平戸

す  がま  たけ   お あい  か

応援したい人たちが応援したい人たちが
　　　　　　ここにいる　　　　　　ここにいる
応援したい人たちが
　　　　　　ここにいる

10月25日(木)～29日(月)開催！10月25日(木)～29日(月)開催！
会場：ハウステンボス(佐世保市)
10月25日(木)～29日(月)開催！
会場：ハウステンボス(佐世保市)

10月26日（金）
　14：00～15：10　第２区審査【小川】

10月27日（土）
　 9：00～10：10　第３区審査【村井】
　10：20～11：50　第７区審査【大橋・神田・松口・石井】

10月28日（日）
　10：10～11：10　第２区審査・等級決定【小川】
　13：30～14：00　第３区審査・等級決定【村井】
　15：20～16：50　第７区審査・等級決定【大橋・神田・松口・石井】　

平
戸
の
牛
を

　
　

日
本
一
に
!!

平平平平平平平平平平平平平
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
ののののののののののののの
牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛
ををををををををををををを

　
　

日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本
一一一一一一一一一一一一
にににににににににににに
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

平
戸
の
牛
を

　
　

日
本
一
に
!!

　 審査会
スケジュール

会場には、おいしい魅力が
　ギュギュっと盛りだくさん

ブランド牛ＰＲブースブランド牛ＰＲブースブランド牛ＰＲブース

長崎和牛・神戸牛・宮崎牛など
　全国18銘柄牛が勢ぞろい！

県産品・特産品出展ブース県産品・特産品出展ブース県産品・特産品出展ブース

地元のうまいものが
　200店舗大集合！

楽しい

イベントが

いっぱい！

※審査日程は都合により
　変更する場合があります。



白熱した試合の連続！
防犯少年武道大会

　８月26日、平戸文化センター
および平戸中学校武道場で平成
24年度平戸市防犯少年武道大
会が開催され、市内の小学生か
ら高校生まで25団体276人が
参加しました。会場では剣道、
空手道、柔道の３競技が行われ、
白熱した試合が展開されました。
大会結果は次のとおり（団体優
勝のみ掲載）
【剣道】小学生・舘浦剣道スポー
ツ少年団Ａ、中学生・生月中学
校Ａ【空手道】小学生・武當館山
田Ｂ、中学生男子・維新館平戸
【柔道】小学生低学年・田平少年
柔道クラブＡ、小学生高学年・
田平少年柔道クラブＡ、中学生
男子・中部中学校Ａ

安心できる生活に。高齢者見守り協定締結

　８月31日、市役所で、高齢者見守りに関す
る協定締結調印式が行われました。市では、一
人暮らし高齢者などに住み慣れた地域で安心し
て暮らしてもらうため、６月から新聞販売店や
日本郵便株式会社など13事業所と協定を締結
し「高齢者見守りネットワーク事業」を実施して
います。今回、新たに、九州電力株式会社平戸
営業所（北原和行所長）が見守り協力事業所とな
り、協定書に調印しました。
　また、９月１日からは見守りサポーター（個
人ボランティア）による活動も始まりました。
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　９月12日から15日までの４日間、平戸市田
助ハイヤ節伝承館で、通学合宿が行われ、田助
小学校の４年生から６年生までの児童15人が
参加しました。この通学合宿は、親元を離れて
共同生活を送る中で子どもの人間関係力や生活
力を育むことが目的。参加した子どもたちは、
時間を守って行動することや、炊事や掃除など、
みんなで協力し合うことを目標に、お互いに声
を掛け合いながら活動しました。通学合宿をと
おして子どもたちは、お互いに協力し合うこと
の大切さを改めて実感していました。

協力し合って行動した４日間

   ９月２日、市総合運動公園ライフカントリー
で、第７回市民体育祭の開会式が行われ、各競
技部から約250人が参加しました。式では市バ
ドミントン協会の吉田慧選手が、スポーツを通
して交流を深め、競技力の向上を図ることを力
強く宣誓。また、長年にわたり体育の普及や振興、
競技力向上に尽力した体育功労者表彰として、
弓道会の伊藤正彦さん、ソフトテニス協会の井
元伸治さん、ソフトボール協会の岩田哲弥さん、
相撲連盟の米倉智晃さんに、小川益見市体育協
会長から賞状などが贈られました。

市民体育祭で爽やかな汗を

　９月15日、平戸文化センターで「ひらど消防
フェスタ2012」が開催されました。これは、
東日本大震災を教訓に、「いつどこで発生する
か分からない災害にどのように対処すべきか」
を市民が考え、関心を持つことを目的に初めて
開催。防火大会の部では、保育園や幼稚園の幼
年消防クラブによる遊戯や太鼓演奏、女性団員
の意見発表などが行われました。消防体験の部
では、はしご車搭乗体験や、消火体験、地震体験、
消防車や資器材の展示などがあり、多くの子ど
もたちが興味深く消防体験をしました。

防火・防災の輪を広げよう！

今年もにぎやかに開催。KO‐TA川まつり

　９月１日、津吉交流会館で「津吉ＫＯ－ＴＡ
川まつり」（津吉中央通り商店会パッポン会主催 
増山一行会長）が開催されました。ステージイ
ベントでは、保育園児による太鼓演奏や盆踊り、
詩吟、日本舞踊、ダンスなどの披露。会場には、
かき氷や焼そばなどの出店コーナーも並び、多
くの家族連れなどでにぎわいました。
　今年は、南部地区特産品として早福町で水揚
げされた新鮮なイカと、同町で収穫された新米
を使った「早福イカ茶漬け」が初登場。食べた
人たちから「おいしい！」と好評でした。

　９月15日と16日の２日間、平戸文化センター
で「平戸南風夜風神まつり」が開催されました。
県内外から30チーム約400人が平戸に集結。
各チームが華麗な演舞を披露し、大きな拍手が
送られました。
　チームによっては、この祭りが新曲や踊り納
めの曲を披露する場となっており、心を込めた
演舞を終えて、感極まって涙する姿も。祭りの
フィナーレは、参加者全員で「北松神輿」の総
踊り。エネルギッシュな踊りと笑顔で祭りを締
めくくりました。

笑顔と汗と涙と。鳴子でつながる感動の輪

ほく　 しょう         み  こ  し
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議席番号②議席番号②
３年・前田  翔太 ３年・前田  翔太 議員議員

中部中学校田平中学校

野子中学校

　　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
時
刻
が
曜
日
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
学

校
の
全
日
程
が
終
わ
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
に
乗
ら
れ
る
の
は
１
カ
月
だ
け
で
す
。

も
っ
と
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　

曜
日
に
よ
っ
て
時
刻
が
違
う
の
は
平
日

は
通
勤
・
通
学
や
通
院
の
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
お
り
、
休
日
は
買
い
物
な
ど
に
利
用

し
や
す
い
時
間
帯
に
設
定
し
て
い
る
た
め

で
す
。
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
改
善
が
で
き
る
か
内
部
で
協
議
し
、
バ

ス
会
社
と
も
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

登
校
時
に
、
小
春
日
や
飯
良
方
面
か
ら

の
バ
ス
が
早
い
の
で
、
中
学
生
の
登
校
に

合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
質
問
の
学
校
日
程
終
了
後
の
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
時

間
を
確
保
す
る
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
利
用
者
や

運
行
経
費
な
ど
を
考
慮
し
、
限
ら
れ
た
台

数
で
効
率
的
に
各
地
区
を
運
行
で
き
る
よ

う
に
、
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
中
学
校
の
生
徒
が
登
校
す
る
時
間

帯
は
、
小
春
日
方
面
と
木
ヶ
津
方
面
で
１

台
、
飯
良
方
面
と
大
川
原
方
面
で
１
台
の

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

小
春
日
や
飯
良
方
面
の
時
間
を
変
更
す
る

と
、
他
の
地
区
の
時
間
帯
を
変
更
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用
者
は
、

中
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
生
や
通
勤
、

通
院
な
ど
で
利
用
す
る
人
も
い
る
の
で
、

紐
差
や
市
民
病
院
前
の
バ
ス
停
で
、
西
肥

バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
な
ダ
イ

ヤ
設
定
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
特
定
地
域
の
中
学
生
の
登

校
時
間
の
み
を
考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
設
定
で

は
、
他
の
目
的
で
の
利
用
者
が
使
い
に
く

く
な
る
と
い
う
影
響
も
出
る
の
で
、
ダ
イ

ヤ
の
変
更
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
く
だ
さ
い
。

　　

市
と
し
て
読
書
の
推
進
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
今
後
新
し
い
図
書
室
や
図
書
館
の

設
置
予
定
が
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
よ
り
、
図
書
館
支
援
員
を

配
置
し
、
市
内
小
中
学
校
の
学
校
図
書
室

の
運
営
や
環
境
整
備
の
お
手
伝
い
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
図
書
館
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
平
戸
図
書
館
が
あ
る
離

島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
物
自
体
も
建

て
替
え
の
検
討
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
図
書
館
と
公
民
館
の
機
能
を
有

す
る
施
設
の
建
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　　

新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
、
１
日
で

も
早
く
建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
現
在
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
状
況
で
す
か
。

　

図
書
館
支
援
員
を
今
年
度
も
配
置
し
て

い
た
だ
き
学
校
と
し
て
も
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
も
配
置
の
継
続
を
お

願
い
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

　

建
設
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
基
本
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
市
議
会

議
員
、
図
書
館
・
公
民
館
の
利
用
者
の
代

表
、
学
識
経
験
者
な
ど
15
人
で
構
成
す
る

平
戸
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）建
設

基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
で
は
基
本
計
画
を
策
定
し
、

６
月
１
日
に
基
本
計
画
が
市
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
設
計
者
の
選
定

な
ど
の
作
業
に
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、
設

計
者
の
選
定
の
過
程
で
は
、
設
計
者
の
提

案
を
市
民
に
も
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、

公
開
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
支
援
員
の
配
置
で
、
毎
年
、
市

内
の
全
て
の
学
校
の
読
書
量
が
向
上
し
て

お
り
、
図
書
館
環
境
・
読
書
環
境
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
24
年
度
も
県
の
学

校
図
書
館
機
能
向
上
事
業
の
支
援
を
受
け

て
い
る
の
で
、
市
の
予
算
と
合
わ
せ
て
今

後
も
継
続
し
て
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

　　

宮
の
浦
・
野
子
地
区
に
は
病
院
が
な
く
、

市
内
の
病
院
に
は
産
婦
人
科
も
あ
り
ま
せ

ん
。
平
戸
市
の
医
療
に
つ
い
て
の
対
策
と

改
善
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
防
接
種
も
公
民
館
な
ど
で
行

な
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

妊
婦
の
安
全
と
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

離
島
に
住
む
人
に
は
検
診
に
か
か
る
交
通

費
や
宿
泊
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。 

医

療
機
関
か
ら
離
れ
た
地
域
に
も
適
用
し
て

も
ら
う
よ
う
、
県
に
陳
情
し
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

昨
年
、
野
子
地
区
で
予
防
接
種
が
受
診

で
き
る
環
境
整
備
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ど
ん
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
の

で
す
か
。
ま
た
、
産
婦
人
科
が
な
い
平
戸

市
の
対
策
と
し
て「
医
療
機
関
か
ら
離
れ

た
地
域
に
補
助
制
度
を
適
用
で
き
る
よ
う

県
に
陳
情
し
て
い
る
」と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
の
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

国
は
、
予
防
接
種
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、
保
護
者
同
伴
を
原
則
と
す
る「
個
別

接
種
」を
推
進
し
、
安
全
で
安
心
な
予
防

接
種
体
制
に
努
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
以
前
と
比
べ
て
種
類
が
増
え
、

そ
の
種
類
ご
と
に
対
象
年
齢
、
接
種
回
数

な
ど
が
異
な
り
複
雑
な
た
め
、
対
象
者
全

員
の
都
合
に
沿
う
よ
う
な
日
程
の
設
定
は

困
難
で
す
。
よ
り
安
全
で
安
心
な
予
防
接

種
の
実
現
の
た
め
、「
個
別
接
種
」へ
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

妊
婦
に
対
す
る
助
成
は
、
出
産
医
療
機

関
ま
で
の
距
離
設
定
の
仕
方
や
、
補
助
金

額
の
計
算
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
提
案
を

し
て
協
議
し
ま
し
た
。
県
と
し
て
、
出
産

医
療
機
関
ま
で
の
距
離
設
定
の
仕
方
や
公

共
交
通
機
関
の
設
置
状
況
な
ど
、
県
内
一

律
の
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
こ
と
が
困
難
な

の
で
、
具
体
的
な
進
展
が
あ
り
ま
せ
ん
。

県
の
補
助
事
業
に
頼
ら
な
い
市
単
独
で
何

と
か
な
ら
な
い
か
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

議
長
、
１
番
。

議
長
、
１
番
。

議
長
、
１
番
。

私たちが描く平戸市の未来予想図　－ 平成24年度  子ども議会 －

－ 平成24年度   子ども議会 － 

私たちが描く
平戸市の未来予想図
　８月24日、市議会議場で、昨年度に引き続き市内中学生を対象に「子ども議会」
が開催されました。市内９つの中学校から生徒を２人ずつ選出し、18人の生徒たち
が教育長から「１日議員」に任命されました。子ども議会は、昨年度から３年で一巡
するように開催。２年目となる今年度は「再質問」を行う年度となりました。子ども
議員たちは、１校あたり10分の持ち時間で、昨年度の子ども議会の一般質問と答弁
を踏まえたうえで、自席から再質問をしました。
　ここでは、本議会さながらの進行だった子ども議会の様子を一部紹介します。
（上段は昨年度の一般質問と答弁の要旨、下段は今年度の再質問と答弁の要旨です）

一般質問を
実施

昨年８月23日に実
施。18人の子ども議
員が1人10分の持ち
時間で一般質問をし
ました。

再質問を
実施

昨年の子ども議会で
出た一般質問から、
各学校１つの質問に
絞り、再質問をしま
した。

一般質問を
考える

平成26年度開催予
定の子ども議会での
一般質問を各学校で
考えます。（子ども議
会は開催しません）

今年度

はココ
来年度

（予定）
昨年度

実施！

▲議会で発言するときは、挙手を▲議会で発言するときは、挙手を
して議長に議席番号を言い、議長して議長に議席番号を言い、議長
は議長から指名されて発言します。は議長から指名されて発言します。
（１番議員・中部中  中園真理議員）（１番議員・中部中  中園真理議員）

▲議会で発言するときは、挙手を
して議長に議席番号を言い、議員
は議長から指名されて発言します。
（１番議員・中部中  中園真理議員）

議席番号①議席番号①
２年・中園  真理 ２年・中園  真理 議員議員
議席番号①
２年・中園  真理 議員

議席番号②
３年・前田  翔太 議員

議席番号④議席番号④
２年・山西  奈都実 ２年・山西  奈都実 議員議員
議席番号④
２年・山西  奈都実 議員

議席番号③議席番号③
３年・宮川  瑠夏 ３年・宮川  瑠夏 議員議員
議席番号③
３年・宮川  瑠夏 議員

議席番号⑥議席番号⑥
３年・白石  比華里 ３年・白石  比華里 議員議員
議席番号⑥
３年・白石  比華里 議員

議席番号⑤議席番号⑤
３年・平田  悠暉 ３年・平田  悠暉 議員議員
議席番号⑤
３年・平田  悠暉 議員

ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
利
用
し
や
す
く

中
学
校
登
校
に
合
わ
せ
た
ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
設
定
に
つ
い
て

読
書
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
は

病
院
が
遠
い
地
域
の
医
療
対
策
は

野
子
地
区
で
の
予
防
接
種
の
受
診

と
妊
婦
へ
の
助
成
の
進
捗
状
況
は

再質問

新
図
書
館
建
設
の
具
体
的
な
状
況

と
図
書
館
支
援
員
の
継
続
配
置
を

再質問再質問

一般
質問

一般
質問

一般
質問
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A Q

A Q
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A Q
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平
戸
和
蘭
商
館
の
開
館
後
の
観
光

客
数
と
大
型
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画

度島中学校

大島中学校南部中学校

生月中学校
　

平
戸
市
に
は
、
若
い
人
が
あ
ま
り
来
て

い
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
歴
史
に
関
係
の
あ
る
建
造
物
が
あ
る

の
で
、
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
し
た
が
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
を

束
ね
一
体
的
な
観
光
宣
伝
に
努
め
て
い
ま

す
。「
平
戸
港
夏
ま
つ
り
」で
は
市
内
全
て

の
保
存
会
が
集
ま
っ
た「
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
に

は「
平
戸
民
俗
芸
能
祭
」を
開
催
予
定
で
す
。

　　　

昨
年
の
９
月
20
日
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
オ
ー
プ
ン
以
降
は
ど
の
く
ら
い
観
光
客

は
増
加
し
た
の
で
す
か
。

　

若
い
世
代
の
観
光
客
を
増
や
す
た
め
、

全
国
的
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん

で
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
と
九

州
、
中
国
地
方
各
県
か
ら
の
観
光
客
が
見

込
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
企
画

を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

９
月
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
と
銘

打
っ
た
集
中
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や「
平
戸

藩
の
秋
め
ぐ
り
」を
絡
め
て
全
国
に
向
け

て
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
誘
客
対
策
に
努

め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
９
月
か
ら
12
月

の
宿
泊
客
数
は
、
前
年
と
比
較
し
て
５
・

２
％
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
施
設

の
入
場
者
数
も
増
加
し
て
お
り
、
商
館
の

開
館
効
果
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

若
者
に
人
気
の
芸
能
人
が
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
と
な
れ
ば
、
各
地
か
ら
多
く

の
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
、
会
場
と
な
る
地

域
や
そ
の
周
辺
で
は
賑
わ
い
や
経
済
効
果

も
見
込
め
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

有
名
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
所
属
事
務
所
の

意
向
が
強
く
最
優
先
さ
れ
る
た
め
、
お
願

い
す
る
側
の
意
向
が
容
易
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
大
島
の
運
賃
を
、
高
齢
者
だ

け
で
も
安
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

一
部
の
高
校
を
除
い
て
自
宅
か
ら
通
え
る

高
校
が
な
く
、
フ
ェ
リ
ー
の
時
間
の
都
合

で
活
動
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
高
校
生
に
対

し
て
何
か
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

　

国
で
は
離
島
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
運
賃
割
引
制
度
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
島
や

度
島
の
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
も
国
や
県
と

相
談
し
て
い
ま
す
。
通
勤
・
通
学
の
利
便

性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　　

昨
年
、
離
島
住
民
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
運
賃
割
引
制
度
導
入
を
国
が
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
実

現
に
向
け
て
話
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　

現
状
で
は
、
通
え
る
高
校
は
猶
興
館
高

校
と
北
松
農
業
高
校
の
２
校
に
限
ら
れ
ま

す
。
港
か
ら
の
バ
ス
の
接
続
を
改
善
し
、

鹿
町
工
業
高
校
な
ど
周
辺
の
高
校
に
も
通

え
る
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
度
か
ら
、
国
の
補
助
金
交
付
要
綱

に
、
離
島
住
民
の
旅
客
運
賃
割
引
分
が
補

助
対
象
経
費
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
実
施
基
準
や
予
算
の
関
係
で
、
長
崎

県
内
で
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
運
賃
割
引
分
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、

市
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

長
崎
県
知
事
に
対
し
て
、
県
に
お
い
て
も

平
成
25
年
度
に
予
算
を
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

江
迎
・
鹿
町
方
面
の
バ
ス
は
、
民
間
の

西
肥
自
動
車
が
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
バ

ス
ダ
イ
ヤ
の
変
更
は
、
今
の
バ
ス
利
用
者

に
不
便
を
か
け
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
増
便
す
る
に
し
て
も
、
採
算
が
見

込
め
る
だ
け
の
利
用
者
が
確
保
で
き
る
か
、

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
町
工
業
高
校
に
は
寮
が
完
備
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　　

南
部
中
学
校
区
で
は
、
生
徒
が
下
校
中

に
イ
ノ
シ
シ
に
出
く
わ
す
こ
と
が
増
え
て

い
ま
す
。
市
は
イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
私
た
ち
が
イ
ノ
シ
シ
駆
除

に
対
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
だ
け
で
は
農
作
物
被

害
の
対
策
に
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。「
防
護
」

「
捕
獲
」「
す
み
分
け
」の
３
つ
を
組
み
合

わ
せ
て
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
課
題
な
の
で
住
民
の
み
な

さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　　　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
つ
い
て
、
答
弁
の

中
に「
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」と
あ
り
ま
す
が
、
危

険
で
は
な
い
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
受
け
た
人

に
対
し
て
、
見
舞
金
を
支
給
す
る
よ
う
な

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
な
け
れ
ば
、

作
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　　

こ
こ
で
い
う
住
民
と
は
、
一
般
市
民
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
農

地
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
視
点
で
、

狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
の
指
導
の
下
、

捕
獲
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
狩
猟
免
許
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
が

で
き
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

捕
獲
チ
ー
ム
で
の
活
動
は
、
安
全
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
の
見
舞
金
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
農
作
物
に
被
害
が
あ
っ
た
場
合

に
は
農
業
共
済
組
合
が
行
な
っ
て
い
る
共

済
制
度
に
よ
っ
て
補
償
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
体
の
け
が
に
つ
い
て
は
、
イ

ノ
シ
シ
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
ハ
チ
に
刺
さ
れ

た
り
、
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

本
人
が
加
入
し
て
い
る
傷
害
保
険
で
対
応

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　

平
戸
市
を
全
国
や
世
界
に
通
用
す
る
観

光
地
に
す
る
た
め
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
施
設

に
は
整
備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
前
か

ら
あ
っ
た
公
共
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
９
年
以
降
に
新
設
さ
れ
た
施
設
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
基
準
に
沿
っ
た
整
備
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
前
か
ら
あ
っ
た
公
共
施
設
、
具
体

的
に
公
園
や
道
路
沿
い
の
ト
イ
レ
な
ど
に

つ
い
て
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
へ
の
改

修
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　　　

前
回
の
議
会
で
、
観
光
面
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
進
め
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
市

内
に
あ
る
学
校
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

進
ま
な
い
の
で
す
か
。

　

学
校
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
平
成

９
年
に
制
定
さ
れ
た「
長
崎
県
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」に
規
定
す
る
整
備
基
準

に
沿
っ
て
実
施
し
て
お
り
、
条
例
制
定
後

の
新
校
舎
建
設
や
校
舎
の
大
規
模
改
修
な

ど
の
際
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
入

学
す
る
際
に
、
整
備
基
準
に
準
じ
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

入
学
時
に
対
応
し
て
い
る
理
由
は
、
各

学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

状
態
に
合
わ
せ
て
、
改
修
な
ど
の
環
境
整

備
に
随
時
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
学
校
と
担
当
課
が
事
前
に

協
議
し
て
、
校
内
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す

る
所
や
設
備
を
決
定
し
、
工
事
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
学
校
施
設
は
児
童
生
徒
の

み
な
さ
ん
が
、
安
全
で
快
適
な
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
施
設
や
設
備
を
整
備
す

る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
改
修
工
事
や
設
備

整
備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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議席番号⑦議席番号⑦
３年・森  信一郎 ３年・森  信一郎 議員議員
議席番号⑦
３年・森  信一郎 議員

議席番号⑧議席番号⑧
３年・吉谷  海登 ３年・吉谷  海登 議員議員
議席番号⑧
３年・吉谷  海登 議員

議席番号⑫議席番号⑫
２年・吉永  朱里 ２年・吉永  朱里 議員議員
議席番号⑫
２年・吉永  朱里 議員

議席番号⑪議席番号⑪
２年・小川  堅也 ２年・小川  堅也 議員議員
議席番号⑪
２年・小川  堅也 議員

議席番号⑬議席番号⑬
３年・中村  ひな子 ３年・中村  ひな子 議員議員
議席番号⑬
３年・中村  ひな子 議員

議席番号⑭議席番号⑭
２年・大村  真子 ２年・大村  真子 議員議員
議席番号⑭
２年・大村  真子 議員

議席番号⑩議席番号⑩
３年・白川  貴則 ３年・白川  貴則 議員議員
議席番号⑩
３年・白川  貴則 議員

議席番号⑨議席番号⑨
３年・坂本  帆奈美 ３年・坂本  帆奈美 議員議員
議席番号⑨
３年・坂本  帆奈美 議員

観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

大
島
や
度
島
の
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て

市
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
必
要

イ
ノ
シ
シ
駆
除
の
取
り
組
み
は

再質問

観
光
面
だ
け
で
な
く
市
内
学
校
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
進
め
る
の
か

再質問

住
民
と
一
緒
に
取
り
組
む
「
イ
ノ

シ
シ
捕
獲
」
危
険
で
は
な
い
の
か

再質問

負
担
軽
減
の
運
賃
割
引
制
度
導
入

と
高
校
通
学
の
た
め
の
バ
ス
接
続

再質問

一般
質問

一般
質問

一般
質問

一般
質問
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度島中学校  ３年生
吉谷  海登  議員

教育長  杉澤  伸慈 A Q

A Q

A Q

A Q

私たちが描く平戸市の未来予想図　－ 平成24年度  子ども議会 －

今年学んだことを後輩に伝え、今年学んだことを後輩に伝え、バトンタッチ。バトンタッチ。
子ども議会子ども議会を通して、平戸市の未来を真剣に考えます。を通して、平戸市の未来を真剣に考えます。
今年学んだことを後輩に伝え、バトンタッチ。
子ども議会を通して、平戸市の未来を真剣に考えます。

中野中学校

平戸中学校

　　

全
国
で
も
支
援
活
動
が
盛
ん
に
な
る
中
、

平
戸
市
で
は
ど
ん
な
支
援
を
行
な
っ
て
い

ま
す
か
。
何
か
中
学
生
で
お
手
伝
い
で
き

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
引
き

受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
主
な
支
援
と
し
て
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
の
た
め
の
消
防

職
員
派
遣
、
義
援
金
の
取
り
ま
と
め
、
救

援
物
資
の
取
り
ま
と
め
・
搬
送
、
被
災
さ

れ
た
自
治
体
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
で
す
。

　

今
後
、
被
災
地
の
生
徒
と
の
交
流
事
業

が
あ
れ
ば
率
先
し
て
行
い
、
被
災
地
の
人

が
喜
ぶ
よ
う
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
一
議
員
と
し
て
市
議
会
を
体
験

し
て
思
っ
た
こ
と
は
、
平
戸
市
を
住
み
よ

く
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は「
私
た
ち
中

学
生
に
何
が
で
き
る
か
」と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
平
戸
市
の
観
光
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
や
環
境
問
題
に
対
し
て
積
極

的
に
考
え
、
意
見
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
今
回
、
私
が
期

待
し
た
も
の
と
は
違
っ
た
答
弁
だ
っ
た
の

で
残
念
で
し
た
。
私
が
出
し
た「
今
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
若
者
に
弱
い
の
で
、
長
崎
に

ゆ
か
り
の
あ
る
有
名
人
を
呼
ん
で
は
ど
う

か
」と
い
う
意
見
に
対
し
て
の
答
弁
は

「
駐
車
場
の
確
保
な
ど
が
難
し
か
ろ
う
」

な
ど
と
予
測
ば
か
り
で
し
た
。
確
か
に
そ

れ
で
も
納
得
で
き
ま
す
が
、
私
と
し
て
は

も
う
ち
ょ
っ
と
前
向
き
な
答
弁
が
ほ
し

か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
体
験
で
き
な
い
よ
う
な

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
議
会
で
子
ど
も
と
大
人
が
活

発
な
議
論
を
交
わ
し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
議
会
」が
、
昨
年
に
引
き
続

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
中
学
校
の
代
表

だ
け
あ
っ
て
、
平
戸
を
思
う
気
持
ち
や

堂
々
と
し
た
発
表
態
度
は
素
晴
ら
し
く
、

大
変
充
実
し
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で「
子
ど
も
議
会
」は
、
３
年

お
き
の
開
催
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

運
営
方
法
を
全
面
的
に
見
直
し
、
３
年
サ

イ
ク
ル
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
度
の
代
表
が
行
な
っ
た

一
般
質
問
に
対
す
る
市
側
の
答
弁
の
進
捗

状
況
や
取
組
へ
の
再
質
問
と
い
う
形
式
で

の
開
催
で
し
た
が
、
各
議
員
と
も
、
昨
年

の
先
輩
た
ち
の
や
り
と
り
を
し
っ
か
り
受

け
継
ぎ
、
と
て
も
有
意
義
で
、
鋭
い
再
質

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
自
分

た
ち
の
ま
ち「
平
戸
市
」を
よ
り
良
く
し

た
い
と
い
う
意
欲
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、

と
て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
議
会
や
行
政
の
仕
組
み
を
学

ん
で
も
ら
う「
子
ど
も
議
会
」で
し
た
が
、

逆
に
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
こ
と

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、

平
戸
市
の
た
く
ま
し
い
担
い
手
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　　　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
状
況
や
復

興
の
進
み
具
合
を
知
る
た
め
に
、
市
内
の

小
中
学
生
が
被
災
地
に
訪
問
す
る
機
会
を

つ
く
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
被
災
地
の
小
中
学
校

と
交
流
す
る
こ
と
で
、
被
災
地
の
状
況
を

知
り
、
支
援
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
地
に
思
い
を
は
せ
、
何
か
お
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
優
し
い
気
持
ち
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

現
実
問
題
と
し
て
、
直
接
被
災
地
に
出

向
く
と
な
る
と
現
地
で
の
受
け
入
れ
の
問

題
や
旅
費
や
滞
在
費
な
ど
の
費
用
負
担
の

問
題
な
ど
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、
で
き
る
範
囲
で
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
気
持
ち
が
、
尊

く
、
大
事
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
手
紙

を
書
い
て
文
通
す
る
と
か
、
支
援
グ
ッ
ズ

を
送
る
と
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
テ
レ
ビ
電
話
で
現
地
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
結
ん
で
話
し
合
う
こ
と
も
立
派
な
支
援

の
方
法
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
提
案
な
の
で
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
生
徒
会
な
ど
で
も
話
し
合
っ
て

み
る
こ
と
で
、
何
か
、
み
な
さ
ん
自
身
で

解
決
で
き
る
こ
と
も
あ
る
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　

観
光
名
所
が
多
い
平
戸
の
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
、
中
学
生
に
で
き
る
こ

と
は
何
で
す
か
。
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め

の
対
策
は
し
て
い
ま
す
か
。

　

市
内
に
は
清
掃
な
ど
の
環
境
活
動
を
し

て
い
る「
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
」と
い
う
団

体
が
あ
り
、
毎
月
８
の
つ
く
日
に
市
街
地

の
清
掃
活
動
を
断
続
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
環
境
美
化
活
動
は
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
ポ
イ
捨
て
防
止
の
対
策
は
、「
ポ
イ

捨
て
禁
止
」の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　　　

前
回
の
議
会
で
、「
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
」

と
い
う
団
体
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
中
学
生
が
実
際
に
参
加
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。
他
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
、
市
が
行
な
っ
て
い

る
支
援
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
は
、「
き
れ
い
な
街

は
、
人
の
心
も
き
れ
い
に
す
る
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
２
０
０
３
年
に
誕
生
し
た
賛

同
者
が
誰
で
も
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
国
内
で
は
35

チ
ー
ム
が
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、

県
内
で
は
、
長
崎
、
平
戸
の
２
チ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
の
メ
ン

バ
ー
に
な
る
に
は
、「
ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
を

ポ
イ
捨
て
し
な
い
」と
宣
言
す
れ
ば
、
誰

で
も
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
登
録
や
組
織
の
目
的
な

ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、「
道
路

愛
護
団
体
の
登
録
制
度
」に
よ
る
自
治
会

な
ど
で
道
路
の
除
草
作
業
を
中
心
に
清
掃

活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
、
１
１
３
団
体
、

８
，
８
６
７
人
が
登
録
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
市
で
は
、
登
録
団
体
に
対
し
て
の
側

面
的
な
支
援
と
し
て
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
な
ど

の
配
布
や
草
刈
機
の
燃
料
支
給
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

議席番号⑯議席番号⑯
２年・久松  美奈子 ２年・久松  美奈子 議員議員
議席番号⑯
２年・久松  美奈子 議員

議席番号⑮議席番号⑮
３年・川口  孝二郎 ３年・川口  孝二郎 議員議員
議席番号⑮
３年・川口  孝二郎 議員

議席番号⑱議席番号⑱
３年・川口  真菜 ３年・川口  真菜 議員議員
議席番号⑱
３年・川口  真菜 議員

議席番号⑰議席番号⑰
３年・山野  礼真 ３年・山野  礼真 議員議員
議席番号⑰
３年・山野  礼真 議員

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
は

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
小

中
学
生
に
被
災
地
訪
問
の
機
会
を

再質問

中
学
生
が
直
接
参
加
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
教
え
て
ほ
し
い

再質問

一般
質問

一般
質問

「
子
ど
も
議
会
に
参
加
し
て
」

「
未
来
の
た
く
ま
し
い
担
い
手
に
」
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2013
未来をつなぐ
北部九州総体

君の夢　はばたけ今　ながさきから

２年後は団体戦も個人戦も
優勝を目指したい

現在のメンバーで全国に通用
目指すは全国制覇

長
崎
県
成
年
チ
ー
ム
監
督

国
体
出
場
有
力
候
補

開催
　まで

年
米
倉　

智
晃
さ
ん

松
永　

六
十
四
さ
ん

（
川
内
町
）

（
山
中
町
）

　一日一日の積み重ねが、２年後に開催される
「長崎がんばらんば国体」に結びつくと思います。
やるからには、良い成績を収めたい。団体戦も
個人戦も優勝を目指したいです。
【プロフィール】川内町出身。中野中学校、県立
猶興館高校、日本体育大学卒業。現在は県立猶
興館高校教諭。全日本相撲選手権大会で2度の
アマチュア横綱に輝く。岐阜県郡上市で開催の
「ぎふ清流国体」にも県代表選手で出場。

　「長崎がんばらんば国体」に出場する選手は、
現在の出場候補選手が中心メンバーになるで
しょう。現チームのメンバーが100％の力で２
年後の国体に挑めるかが課題の一つです。練習
環境が良いとはいえない中で、選手たちは日々
練習にまい進しています。
　相撲競技は平戸市での開催となり、地元のみ
なさんが応援してくれるので、みんなで盛り上
がり、全力で勝利を目指したいです。

　大会の成功に向けて、長崎がんばらんば国体・長崎がんば

らんば大会募金（愛称：がんばくん募金）、がんばくん募金

グッズの販売を実施しています。募金グッズは、ピンバッジ
（300円）、クオカード（1,000円 ※額面500円）、ぬいぐるみ
（1,000円）、半袖ポロシャツ（2,500円）、
タオルハンカチ（400円）です。
■購入方法　専用申込用紙で注文。用紙　
　は市役所2階生涯学習課、金融機関　

　（十八銀行・親和銀行）に設置しています。

■募集作品　「長崎がんばらんば国体」、「長崎がんばらんば大
　会」両大会の公式ポスター（２点を１セットとして募集）

■応募作品の規格　作品サイズ：Ｂ３版（364ｍｍ×515ｍｍ）
　縦型。使用する画材・表現方法は自由。

■募集期間　平成24年10月１日～11月30日（当日消印有効）
■応募先・お問い合わせ　
　長崎がんばらんば国体・長崎がんばら

　んば大会実行委員会事務局

　（☎095-895-2793）

　平成26年10月12日から22日に開催される「第69回国民体育大会」（大会愛称「長崎がんばらんば国体」）まで、
あと２年！長崎県での国体の開催は45年ぶりとなります。平戸市では、相撲競技と軟式野球競技の２種目が行わ
れます。現在、市では国体の開催に向けて、ＰＲ活動や会場の整備、研修などを行なっています。今月は、国体に
向けてのさまざまな取り組みを紹介します。市民のみなさん一人ひとりが「長崎がんばらんば国体」に関心を持っ
て、2年後には全国から参加する選手団を歓迎しましょう。

■お問い合わせ　生涯学習課　国体準備班　☎内線2628

平戸から全国へ！
長崎県成年チームの監督と
国体出場有力候補の
選手を紹介します

がんばくん募金グッズを買って
長崎がんばらんば国体を支援しよう！

公式ポスターのデザインを募集します！
（長崎がんばらんば国体・長崎がんばらんば大会）

1昭和44年に開催された「長崎国体」の写
真展。当時の写真や広報紙を展示しまし
た2平戸市では相撲競技を開催。天皇皇
后両陛下が相撲試合をご覧になりました
3国体へのお客様を気持ちよく迎えるた
めに、花いっぱい運動に取り組んでいま
す4市内でのイベントで国体をＰＲする
「がんばくん」と「らんばちゃん」5東京都
で開催された相撲の国体リハーサル大会。
この試合で長崎県代表チームは優勝しま
した6相撲、軟式野球の試合を進めるア
ナウンスの研修を長崎市で受けました7
東京都で開催された軟式野球の国体リ
ハーサル大会8軟式野球の試合会場（赤坂
野球場・生月町勤労者体育センター）のグ
ラウンド整備を進めています（写真は赤坂
野球場）9保育園のお友達と一緒に楽しく
ダンス！「ＧＯ！ＧＯ！がんばくん」

２年後の国体が楽しみだね！（が）

私たちと一緒に盛り上げよう！（ら）

２ ３

４

１

５

６ ７

８ ９

長崎がんばらんば国体平戸市実行委員会のfacebookページでは、国体に向けて取り組んで

いる、さまざまな活動を紹介しています。詳しくは、 平戸市　国体　　　　検索　　　　　　

平成25年度全国高等学校総合体育大会平成25年度全国高等学校総合体育大会平成25年度全国高等学校総合体育大会
平戸市では相撲競技が開催されます平戸市では相撲競技が開催されます平戸市では相撲競技が開催されます

■開催期間　平成25年８月２日（金）～８月４日（日）
■試合会場　平戸文化センター

相撲競技
10月13日～15日
（３日間）

軟式野球
10月18日～21日
（４日間）



～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

１歳６カ月児健診における「う蝕有病率」 ３歳児健診における「う蝕有病率」
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23日　～ 26日　市ふれあいセンター会議室

平 永

永

永

■おはなし会／６日　・13日　・20日　・27日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室

■工作教室／４日　　午後３時30分～
　　　　　　市ふれあいセンター工芸室
　　　　　　※自然の石や植物を使って工作してみよう！

生

生

　江戸後期の随筆集として名高い「甲
子夜話」。その著者・松浦静山は、肥
前国平戸藩の第９代藩主でした。妖異
を感じ、見ることができる、17歳の若
き日の静山公とともに江戸屋敷で暮ら
す「もののけ」たちを描いた、ほのぼの
妖怪時代小説です。

　近頃ものが見えにくくて…。そん
な方にぴったりの本です。目のトレー
ニングをすると、ものが見えやすく
なり、生活も、もっと便利に。10月
10日は目の愛護デーです。わかりや
すいイラストつきのこの本で、目を
大切にしてください。

　牛、豚、鶏肉からハム、ソーセージ、
ホルモンなど133種類を網羅し、調
理のポイントや味や食感の特徴まで
解説した本です。正しい知識があれば、
肉は、もっと旨く楽しくなる。食欲
の秋、この本を見ていたら、お肉が
食べたくなるかもしれませんね。

『もののけ若様探索帖』
著／伊多波碧
出版社／ベストセラーズ

『１日５分！大人の
ビジョン・トレーニング』

出版社／実業之日本社

　魔法使いの女の子「ビビ」がおばあ
ちゃんに聞くはじめてのハロウィー
ンのお話は、その由来からジャック
のランタン伝説、かぼちゃのランタ
ンやかぼちゃタルトの作り方、お化
けの仮装まで紹介。秋におすすめの
絵本です。

『ハロウィーンってなぁに？』
作／クリステル・デモワノー
訳／中島さおり、出版社／主婦の友社

　スイーツをお家で挑戦したいけど、
材料や用具選びが難しいと思ってい
る人に必見！マシュマロクッキーサ
ンド、紙風船ポップコーン、牛乳パッ
クのフリフリアイスなど、初心者で
もマジックみたいに楽しくできる作
り方を写真で説明しています。

『おいしい!
  スイーツ☆マジック』

　カズキのクラスには、本物の忍者
の「えびてんくん」がいる。見習いに
してもらった「カズキ」は、学校に来
ない「なつみちゃん」が来なくなった
理由を「えびてんくん」と探ることに。
そこに現れたのは…。

『がっこうにんじゃ
  えびてんくん
  えびてんききいっぱつ！』
作／村上しいこ、絵／真珠まりこ
出版社／岩崎書店

作／寺西恵里子
出版社／汐文社

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 10日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室

平戸図書館 ☎22‐4017

●１０月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

土土 土 土

●１０月の主なもよおし●

◎休館日／２日　、９日　、15日　～ 24日　（蔵書点検）、
　　　　　28日　、30日　日

月

水

火

火

水火 ◎休館日／２日　・９日　・16日　・23日　・28日　・
　　　　　30日　

日火 火 火火

火

木

金

火

南

平 大

田

平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『知っておいしい肉事典』

広報ひらど 平成24年10月号 16Hirado City Public Relations,2012.1017

監修／北出勝也
出版社／講談社

永田菊四郎展

永田記念図書館創設者・永田菊四郎氏の著書・写真
など貴重な品を展示。ぜひご覧ください。

2.66

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　平戸市の子どもが、どれくらい虫歯（う蝕）があるか、知っていますか？
　以下のグラフは、１歳６カ月児健診と3歳児健診における「う蝕有病率」です。
　全国において虫歯の状況（う蝕有病率)は年々減少していますが、長崎県は1歳6
カ月児健診の集計では39位、３歳児健診では44位となっています。その中におい
ても、当市は県の平均よりも悪い状況が、数年続いています。残念なことに、平成
23年度の最新のデータでは、う蝕有病率が増えてしまいました。 

【お問い合わせ】　保健センター　保健サービス班（☎内線3712）

　虫歯は、歯の質、糖分、虫歯菌の存在の３つの要素が重なり合うことでできます。この３つのうちのひと
つである虫歯菌は、赤ちゃんの頃に口移しまたはスプーンの共有で周りの人から、だ液を介して伝染すると
いわれますので、注意しましょう。また、虫歯は夜につくられます。その日の汚れは、その日のうちに落と
すようにしましょう。特に、子どもが低学年のうちは、上手に歯を磨けませんので、保護者が仕上げ磨きを
しましょう。
　また、できてしまった虫歯が自然に治ることはありません。少し歯の色がおかしいと思ったら、早めに受
診し治療を受けましょう。治療が完了したら終了とせず、その後は健診として歯科医院を定期的に受診し、
歯科医の指導を受けることが予防に効果的です。ぜひ、「かかりつけの歯医者さん」を持ちましょう。

　今年から、保健センターでは、保育所などを巡回し、
虫歯予防のための歯磨き指導に取り組んでいます。こ
の機会に保護者のみなさんも参加して具体的な歯磨き
や虫歯の予防の方法を身につけましょう！

　虫歯予防に特に効果があるとされる、フッ化物の塗
布事業も下の表のとおり行なっています。
　大切な子どもの歯が虫歯にならないように継続して
塗りましょう。

子どもの虫歯を予防しましょう！

目指せ、虫歯ゼロ！
巡回虫歯予防教室で虫歯の
予防方法を身につけよう！

フッ化物を塗って虫歯予防！
大切な子どもの歯を守りましょう

歯っぴースマイル

歯っぴースマイル

回数

年齢

塗る
機会

料金

お知らせ
方法

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

１歳
６カ月頃

１歳６カ月児
健診

１歳６カ月児
健診と同時
に通知

３歳児健診と
同時に通知

事前に受診券を送ります

２００円 ２００円５００円

３歳児健診歯科医院予約（個別）

２歳の
誕生日頃

３歳の
誕生日頃

２歳
６カ月頃

３歳
６カ月頃

★

しょく

5.20

6.25
5.88

4.88

6.64

4.39

3.56 3.66
3.24

2.84
2.52 2.34

53.85

44.08

33.20 32.80
36.60

37.34

25.90 24.56 22.95 21.54

37.11
33.90 32.89



▲９月16日「平戸南風夜風神まつり」からの一コマ。全共目前！全共ＰＲかさべこ隊も踊ってアピール！▲９月16日「平戸南風夜風神まつり」からの一コマ。全共目前！全共ＰＲかさべこ隊も踊ってアピール！

※写真はイメージです※写真はイメージです※写真はイメージです

☆まちの話題！Photoコーナー

　８月23日、平戸市離島
開発総合センターで実践女
子大の学生らによるパネル
シアター公演が開催。公演
を見た幼稚園児たちは、楽
しい時間を過ごしました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

パネルシアター公演に感動 日ごろの感謝を込めて

　８月25日、白浜港を
きれいにしようと、釣り
好きの有志が集まり、清
掃活動を行いました。み
なさん額に汗しながら一
生懸命活動していました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、住 所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で５名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は10月22日（月）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　広報ひらど10月号
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　 ▼F A X 　22‐5178
　 ▼Eメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

い
よ
い
よ
秋
の
風
物
詩
・
あ
ご
網
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
今
年
初
の
ア
ゴ

の
す
り
み
を
油
で
揚
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
も
ぉ
〜
ア
ゴ
最
高
で
す
。
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

（
ひ
ま
わ
り　

48
歳
女
性
）

●

　

２
歳
１
カ
月
に
な
る
息
子
、
私
の
ほ
く

ろ
を
指
さ
し
て「
お
で
は（
こ
れ
は
）？
」

と
聞
く
の
で
、「
ほ
く
ろ
だ
よ
」と
言
う
と
、

「
あ
、
ホ
ー
、
ホ
ー
」フ
ク
ロ
ウ
だ
と
思
っ

た
よ
う
で
す
。
毎
日
こ
ん
な
こ
と
の
連
続

で
笑
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
す

ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
の
で
、
ま
す
ま
す

に
ぎ
や
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
お
し
り
フ
キ
ー　

30
代
女
性
）

●

　

市
民
体
育
祭
に
参
加
し
た
選
手
の
み
な

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
私
は
野
球
の
応

援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
白
熱

し
た
試
合
で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
た

だ
、
審
判
の
人
は
試
合
中
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
座
り
こ
ん
だ
り
し
て
い
て
、
せ
っ
か
く

の
試
合
も
ち
ょ
っ
と
さ
み
し
く
感
じ
ま
し

た
。
暑
い
中
、
大
変
で
し
ょ
う
が
ダ
ラ
ダ

ラ
し
て
見
え
て
情
け
な
い
で
す
。
来
年
は

Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
再
来
年
は
国
体
も
あ
り
ま
す
。

選
手
も
審
判
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
野
球
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

32
歳
男
性
）

●

　

今
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー
の
日
、
東
京
か
ら
来
た

ト
マ
ト
さ
ん
が
私
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
似
て

い
て
上
手
で
と
っ
て
も
う
れ
し
く
、
額
に

入
れ
て
い
ま
す
。
画
家
か
も
し
れ
ま
せ

ん
！

（
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歳
男
性
）

●

　

平
戸
へ
転
勤
し
て
き
て
、
商
店
街
の
み

な
さ
ん
や
、
学
校
や
役
所
の
人
々
、
小
学

生
の
子
ど
も
た
ち
の
お
友
達
、
み
な
さ
ん

穏
や
か
で
、
に
こ
や
か
で
親
切
で
、
生
活

に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
肉
も
お
魚

も
お
野
菜
も
、
安
く
て
新
鮮
で
お
い
し
く

て
大
満
足
な
の
で
す
が
、
日
用
雑
貨
の
お

買
い
物
が
少
し
不
便
で
す
ね
。
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
の
誘
致
な
ど
を
平
戸
市
で
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
だ
け
の
豊

か
な
自
然
、
優
し
い
人
間
性
、
統
一
さ
れ

つ
つ
あ
る
商
店
街
の
町
並
み
な
ど
、
本
当

に
素
敵
で
す
。
あ
と
は
、
新
鮮
な
魚
を
食

べ
ら
れ
る
漁
師
の
店
み
た
い
な
お
店
＆
お

土
産
屋
、
オ
シ
ャ
レ
な
カ
フ
ェ
＆
雑
貨
屋

な
ど
が
増
え
れ
ば
、
マ
イ
カ
ー
で
の
観
光

客
が
も
っ
と
増
え
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
り
ん
ご　

41
歳
女
性
）

●

　

映
画「
あ
な
た
へ
」を
、
も
う
３
回
も
見

に
行
き
ま
し
た
。
８
月
号
と
９
月
号
の

「
あ
な
た
へ
」の
ペ
ー
ジ
を
、
都
会
に
住
む

親
戚
や
友
達
に
コ
ピ
ー
し
て
送
っ
た
と
こ

ろ
、
喜
ば
れ
映
画
館
に
す
ぐ
足
を
運
ん
だ

そ
う
で
す
。
私
が
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
薄
香
の
海
と
町
並
み
、
兵
庫
県
の
朝

来
市
の
竹
田
城
跡
で
す
。

（
な
せ
ば
な
る
こ　

60
代
女
性
）

●

　

８
月
18
日
・
19
日
に
長
崎
市
の
ビ
ッ
グ

Ｎ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
平
成
24

年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
軟
式

野
球
競
技
長
崎
県
中
学
校
軟
式
野
球
選
抜

選
手
強
化
練
習
会
」で
、
平
戸
市
選
抜

チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。
選
手
は
野

球
部
が
あ
る
中
学
校
か
ら
15
人
を
選
抜

（
平
戸
中
か
ら
５
人
、
生
月
中
か
ら
５
人
、

田
平
中
か
ら
２
人
、
中
部
中
か
ら
２
人
、

南
部
中
か
ら
１
人
）。
決
勝
戦
で
は
、
熊

本
県
八
代
市
選
抜
チ
ー
ム
と
対
戦
し
０
対

２
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
生
徒
た

ち
は
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
決
勝
戦
ま
で

進
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
自
信
と
、
負

け
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
今
後
の
高
校
生

活
で
の
野
球
人
生
に
大
い
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
戸
中
学
校　

軟
式
野
球
部
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
11
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、18通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲９月16日「平戸南風夜風神まつり」からの一コマ。全共目前！全共ＰＲかさべこ隊も踊ってアピール！

petit a petit（プティ  タ  プティ）
「ケイジャーダと塩サブレのセット」（各３個）
を５名様にプレゼント！
　フランスのことわざに由来するお店の名は「プティ
タプティ」。小さなお菓子のアトリエです。プティタ
プティでは、塩サブレやシュークリーム、タルトなど
焼き菓子を中心に予約販売をしています。
　「ケイジャーダ」はポルトガル伝統のお菓子。南蛮ス
イーツ研究会で開発を進め、昨年の秋に商品化しまし
た。卵黄とチーズを使っており、サクッとした食感と
ふんわりとした食感を楽しめます。「塩サブレ」は、材
料に根獅子産の天然塩「海の子」を使用。リピーターも
多い人気のお菓子です。今回は「ケイジャーダ」と「塩
サブレ」をセットにして、５名様にプレゼント。ホッ
と心温まるお菓子をぜひ賞味ください。
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　petit a petit（プティ タ プティ）
　〒859-5121　平戸市岩の上町1237
　TEL　0950-23-2676
　URL　http://atelierpetit.jugem.jp/

petit a petitpetit a petit`petit a petit`
平戸の小さなお菓子のアトリエ平戸の小さなお菓子のアトリエ平戸の小さなお菓子のアトリエ

`

`



宛先：kouhou@city.hirado.lg.jp
件名：広報ひらど11月ハッピーバースデー

誕生日を迎えるお子さんの
○氏名（ふりがな）
○生年月日
○投稿者氏名
○住所・電話番号
○おめでとうメッセージ
○お子さんの写真
（できるだけ高画質で）

▲こちらのＱＲコード
からも投稿できます。

投稿締切は
10月15日

11月
生まれ
募集中

■■活動ＤＡＴＡ■■

校　　長：小川　琢次

顧　　問：石山　雄太 先生

部　　長：宮木　哲哉 さん（２年）

部 員 数：12人

■■活動ＤＡＴＡ■■

校　　長：小林　浩

顧　　問：松永　六十四 先生

部 員 数：２人

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています 「北松農業高等学校　相撲部」「全員全力。相撲でつながる絆」

「猶興館高等学校　相撲部」「心・技・体　－自分の可能性を信じて」
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　猶興館高校相撲部は、創部から100年以上続く伝統の

部です。今年の「県高等学校総合体育大会」では団体戦で

３位の成績でした。現在は３年生が引退し、１年生２人

が在籍しています。

　部活動では、２度のアマチュア横綱になった顧問の松

永六十四先生と長崎がんばらんば国体ジュニアアドバイ

ザーの中島善治先生の指導の下、基礎から丁寧に稽古に

励んでいます。現在、部員の確保が課題の一つで、部員

を集めて、来年、平戸市で開催される「北部九州総体」へ

の出場を目指したい

と思います。

　「楽をしようとすれ

ば、一流にはなれな

い」。自分の可能性を

信じて、常に前へ。

今日も気迫に満ちた

稽古に精進します。

▲携帯電話（スマートフォン）
からの投稿イメージ

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

カメラ、携帯電話・スマートフォンで撮影したお子さんの
写真を、広報ひらどに投稿しませんか？

投稿方法　写真、お子さんの氏名、生年月日、投稿者氏名、住所、電話番号、お
　　　　　めでとうメッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３人まで。発行月前の15日
までにお送りください。

※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　相撲部は現在３年生７人、２年生１人、１年生４人の

12人で活動しています。多くの部員が高校に入学してか

ら相撲を始めました。練習は厳しいですが、部の雰囲気

は明るいです。今年４月に県産木を使用した、ひのき造

りの道場「大成館」が完成。新しい道場ができたことで、

毎日の練習も今まで以上に熱が入ります。

　今年は３年生が日々の練習を頑張り、７月に本市で開

催された「全九州高等学校相撲競技大会」と８月に長野県

で開催された「全国

高等学校総合体育大

会相撲競技大会」に

団体戦で出場するこ

とができました。

　来年、平戸市で開

催される「北部九州

総体」へ出場できる

ように頑張ります。

投稿募集！

山口　花奈ちゃん 塚本　恭也くん 森　愛葵奈ちゃん
辻町

泣き虫だけどしっかり者のはな。ど
んな女性に育っていくのか本当に楽
しみです。念願の3歳おめでとう！

from 　千恵子さん

生月町 岩の上町

やまぐち　　　は　な つかもと　　きょうや もり　　　あ　き　な
２歳 ２歳３歳

白石　凌駕くん
しらいし　　りょうが

３歳

中島　元樹くん
なかしま　　もと　き

４歳

井元　粋くん
いのもと　　いなせ

２歳

浦上　颯真くん
うらかみ　　そう　ま

３歳

浅川　恋菜ちゃん
あさかわ　　　れ　な

１歳

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しい、など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

母

お誕生日おめでとう！おしゃべ
りが上手で活発な女の子です。
妹と仲良く元気に育ってね！

from 　英明さん・　恵美子さん父 母

わんぱく怪獣の恭ピー、2歳おめで
とう！！！これからも、お兄ちゃん
といっぱい遊んで、仲良くしてね！

from 　吉弘さん・　智沙さん父 母

広報ひらど

投稿写真は　①画像サイズは150KB～ 2MB（できるだけ高画質で）
②手ブレ・ピンボケに注意　③顔がはっきり分かるように撮影を　

お誕生日おめでとうございます！にっこり笑顔の写真をありがとうございます。掲載できる数を超える投稿がありましたが、

お誕生日は年に１度のお祝い！ということで、写真とお名前、年齢を紹介します。　編集室より
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平戸ちゃんこ鍋（あごだし・塩ベース） 鯨ちゃんこ鍋

平戸和牛カレー 平戸和牛串焼き

横綱平戸ちゃんこ鍋

平戸素敵（ステーキ）バーガー 《パンの代わりに平戸和牛でサンド！》

境川親方境川親方境川親方

/2010 21土 日/2710 28
平戸くんち城下秋まつりちゃんこモ～！ 牛モ～ !

喰らいＭＡＸ in 平戸 平戸城下旧町地区（中心市街地一帯）
主催：平戸くんち城下秋まつり実行委員会
お問い合わせ：同実行委員会事務局（平戸商工会議所内 ☎22‐3131）

土 日
午前11時～午後８時 午前11時～午後６時

前売チケットが断然お得！秋まつりチケット発売中
　秋まつりを楽しむためには、「食」「物産」コーナーや商店街で使用できる「秋まつりチケッ
ト」（100円券の10枚綴り）が必要です。ただいま、お得な秋まつり前売りチケット（100円券
の11枚綴り・販売価格1,000円）を販売していますので、お早めにお買い求めください。

■秋まつり前売りチケット販売場所
　◎平戸商工会議所　

　◎平戸市役所本庁（商工物産課）・各支所（産業建設課）・各出張所

　◎社団法人平戸観光協会　

　◎平戸くんち城下秋まつり参加店舗

使ってお得！秋まつりチケットの特典
　①チケット提示すれば10月20日と21日限定、有料施設の入場割引・協賛のスナックでの飲食代を10％割引！

　②残ったチケットは10月31日までタペストリー・ポスターのある店で「後めぐり」として利用できます。

　参加店舗において、平戸の食材を使った、
自慢の逸品料理、伝統のくんち料理などを秋
まつりのチケットで食べることができます。　豊富な食材を生かした「平戸ちゃんこ鍋」

を発表・販売するほか、モツちゃんこ鍋や鯨
ちゃんこ鍋など、まさに「ちゃんこ鍋祭り」
です。平戸ならではの素材にこだわった、
ちゃんこ鍋を食べてみませんか。

　イベント当日は、境川
親方（元小結 両国）をは
じめ、境川部屋の力士も
来平し、相撲部屋のちゃ
んこ鍋も提供されます。

　市内の各店舗において、鯨を使った伝統料理や会席料理のほか新メニューも登場。平
戸ならではの鯨料理を提供します。ぜひ各店オリジナルの味をお楽しみください。
　また、期間中、参加店舗において豪華鯨賞品などが当たるスクラッチ抽選もあります。
■開催期間　10月9日（火）～ 12月20日（木）
■開催場所　平戸市内の飲食店22店舗

◎お買い上げ特典
　平戸ちゃんこ鍋フェスティバル・平戸牛肉ざん
まい食べ祭り会場で300円お買い上げ毎に抽選補
助券を1枚進呈。２枚でガラポン抽選または、境
川部屋のちゃんこ鍋との引換えができます。何
と！ガラポン抽選の特賞は「平戸素敵（ステーキ）
バーガー（１万円相当）」が当たります。

　平戸ブランドの「平戸和牛」をはじめ国産
黒毛和牛を使った、さまざまなメニューが登
場！平戸和牛カレー、平戸和牛串焼き、牛ス
ジ煮込み丼、牛カツサンド、牛骨ラーメンな
どを提供します。

　会場内の物販ブースにて、平戸の農林水産
物や加工品など、平戸ならではの地場産品や
商店自慢の一品も販売します。

　平戸神楽や田助ハイヤ節、ジャ踊り、獅子舞の披露のほか、ちびっ
こ伝統芸能もあります。

特産品 を買う

にふれる

姉妹都市・交流都市屋台コーナー
　姉妹都市の香川県善通寺市や交流都市の北海道枝幸町、大
分県臼杵市・竹田市、福岡県うきは市の特産品が勢揃い！

食 をめぐる食食

伝統芸能

10％
お得！

開催時間は27日・28日ともに午前10時～午後３時

《ところ》平戸港交流広場
■お問い合わせ　平戸市地域資源ブランド化推進協議会
                         （商工物産課物産振興班内 ☎内線2279）

平戸ちゃんこ鍋フェスティバル

平戸今昔くじらフェア開催

平戸牛肉ざんまい食べ祭り
同

時

開

催
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対談
▲横綱平戸ちゃんこ鍋

　あら、ウチワエビ、サザエ、
　ヒオウギ貝など横綱級の
　豪華食材が入った、ちゃん
　こ鍋です。

　    平戸ちゃんこ鍋

▲

　あごだしと塩ベースのス
　ープに、平戸ならではの
　具材がたくさん入ってい
　ます。

服部 幸應服部 幸應

学校法人服部学園学校法人服部学園
服部栄養専門学校長服部栄養専門学校長

連
携
し
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
入
会
を
機
に
、
さ
ら
に
平
戸
市
民
み
ん

な
で
食
育
に
つ
い
て
考
え
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　

 

服
部
校
長　

と
こ
ろ
で
今
回
、
な
ぜ
平
戸

市
と「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」が
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？ 

黒
田
市
長　

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
平
成

26
年
に
開
催
さ
れ
る
長
崎
国
体
に
お
い
て

平
戸
市
で
は
相
撲
競
技
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
前
年
度
に
は
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
相

撲
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
歴

史
的
に
も
相
撲
と
関
わ
り
を
も
っ
て
き
た

平
戸
市
で「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
を
行
い
、
優
れ
た
食
材
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。 

　

そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
に
は
上
方
相
撲

と
江
戸
相
撲
を
賑
わ
せ
た
日
本
一
の
巨
漢

力
士「
生
月
鯨
太
左
衛
門
」の
生
ま
れ
故

郷
が
平
戸
市
生
月
町
で
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
後
も
優
秀
な
力
士
を
輩
出
し
て
お
り
、

現
役
高
校
教
諭
の
松
永
六
十
四
選
手
は
、

全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
で
２
度
の
優
勝

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
相
撲
に
関
す
る
伝
統
行
事
と
し

て
、
全
国
で
も
有
名
な「
子
泣
き
相
撲
」

が
あ
り
、
ま
た
五
穀
豊
穣
や
大
漁
祈
願
の

奉
納
相
撲
な
ど
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
土

地
柄
な
ん
で
す
。 

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

こ
の
度
、
平
戸

市
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
は
、

去
る
７
月
に
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
食
育
ク
ラ

ブ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

治
体
が
構
成
員
と
な
る
入
会
者
は
初
め
て

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
地
域
独
自
の
歴
史
や
文
化
を
全

国
に
発
信
し
な
が
ら
、「
地
産
地
消
」に
裏

付
け
ら
れ
た「
食
育
」に
つ
い
て
地
元 

住

民
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。 

学
校
法
人
服
部
学
園　

服
部
栄
養
専
門
学

校
長（
服
部
幸
應
）　
「
食
育
」の
基
本
は
、

ま
さ
に
そ
の
部
分
で
す
。
親
か
ら
子
に
、

子
か
ら
孫
に
、
家
族
団
ら
ん
の
中
で
、
正

し
い
食
事
の
マ
ナ
ー
を
伝
え
、
身
体
に
い

い
食
材
を
選
ぶ
力
を
養
う
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
人
間
と
地
球
の
関
わ
り
を
知
り
、
考

え
る
こ
と
も
大
切
な
ん
で
す
ね
。
食
育
基

本
法
が
で
き
て
７
年
が
経
ち
ま
し
た
。

「
食
育
」と
い
う
言
葉
は
よ
う
や
く
定
着
し

ま
し
た
が
、
食
育
活
動
を
さ
ら
に
広
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

黒
田
市
長　

平
戸
市
で
は
、「
平
戸
市
食

育
推
進
計
画
」を
策
定
し
、
現
在
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
・
農
林
水
産
・
教
育
な

ど
食
育
の
担
い
手
と
な
る
全
て
の
分
野
で

服
部
校
長　

へ
ぇ
〜
そ
ん
な
深
い
つ
な
が

り
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
ま

で
に
、
ご
出
身
の
相
撲
関
係
者
が
平
戸
で

既
に「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」で
お
仕
事
を
し
て

い
た
り
す
る
ん
で
す
か
？ 

黒
田
市
長　

い
い
え
、
今
回
の
こ
の「
平

戸
ち
ゃ
ん
こ
鍋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
誕
生
を
確

か
な
も
の
に
し
た
い
の
で
、
服
部
先
生
の

お
墨
付
き
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

服
部
校
長　

な
る
ほ
ど
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ

私
も
責
任
重
大
で
す
な
〜（
笑
）。
で
も
、

さ
っ
き
試
食
し
た
料
理
は
完
成
度
高
か
っ

た
で
す
よ
。
商
品
化
は
い
つ
頃
す
る
ん
で

す
か
。 

黒
田
市
長　

今
年
10
月
に
佐
世
保
市
の
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
る「
第
10
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
、
平
戸
市
で「
平
戸
ち
ゃ
ん

こ
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
日
本
相
撲
協
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
境
川
部
屋
の
親
方
や
力

士
に
平
戸
へ
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

服
部
校
長　

そ
れ
は
面
白
い
で
す
ね
。
そ

し
た
ら
平
戸
牛
な
ど
も
使
っ
て
ア
ピ
ー
ル

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
本
来
、

「
ち
ゃ
ん
こ
」の
具
材
に
は
四
足
の
動
物
は

「
手
が
土
に
つ
く
」と
い
う
こ
と
で
使
わ
な

か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
、
あ
ま
り
気
に

し
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
先
ほ
ど
試
食
し
た
魚

介
類
を
中
心
と
し
た
試
作
品
は
、
素
材
そ

の
も
の
が
と
て
も
お
い
し
く
て
申
し
分
な

い
し
、「
あ
ご
だ
し
」を
ベ
ー
ス
に
い
ろ
ん

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。 

黒
田
市
長　

平
戸
は
ご
承
知
の
通
り
16
世

紀
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
し
、
17
世

紀
に
は
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
が
商
館
を

設
置
す
る
な
ど
唯
一
海
外
に
開
か
れ
た
貿

易
港
で
し
た
し
、
こ
れ
ら
の
先
導
役
を
果

た
し
た
の
が
中
国
人
で
し
た
。
そ
う
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
融
合
し
た
料
理
の
形

態
と
し
て
は「
鍋
」と
い
う
の
は
、
ふ
さ

わ
し
い
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。 

服
部
校
長　

私
た
ち
も
料
理
単
品
の
評
価

や
監
修
を
し
た
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
だ
け
の
食
材
を「
鍋
」と
い
う
形
で

関
わ
る
の
は
初
め
て
だ
し
、
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
の
で
、
ま
さ
に「
平
戸
勝
ち
」

だ
よ
ね（
笑
）。
で
き
れ
ば
少
し
エ
ッ
セ
ン

ス
の
効
い
た
香
辛
料
な
ど
を
使
っ
て「
南

蛮
文
化
」的
な
風
味
を
出
し
た
方
が
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
唐
辛
子
で

「
ピ
リ
辛
味
」を
演
出
し
た
り
、
東
南
ア
ジ

ア
や
欧
風
の
香
辛
料
も
活
用
し
て
、
平
戸

で
し
か
味
わ
え
な
い
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
が
で

市長のトップ対談シリーズ18 
「平戸ちゃんこ鍋」は食材と栄養の宝庫 ～相撲と縁の深い土地で南蛮融合の郷土料理開発へ～

服部 幸應

学校法人服部学園
服部栄養専門学校長

黒田　成彦黒田　成彦
平戸市長平戸市長
黒田　成彦
平戸市長

市長のトップ
対談シリーズ
18

南
蛮
文
化
が
融
合
し
た
鍋
料
理

食
材
と
栄
養
で
全
国
デ
ビ
ュ
ー
へ

平
戸
と
「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」
の
関
係

相
撲
が
歴
史
に
根
ざ
す
文
化

地
域
独
自
の
歴
史
と
食
文
化
が
重
要

「
食
育
」
が
地
域
を
育
て
る
原
動
力

「平戸ちゃんこ鍋」って、どんな鍋？
　平戸ちゃんこ鍋は、東京の服部栄養専門学校（校長　服部幸應

氏）の監修の下に市内の飲食店、宿泊施設が集まり開発されまし

た。平戸を代表する特産品の「あごだし」に平戸の塩を合わせ、

あごすり身、スボかまぼこ、しいたけ（ひらどロマン）、平戸産

白身魚、季節の野菜を煮込んだスープに素材のうま味が詰まっ

たちゃんこ鍋です。また、ウチワエビ、サザエ、ヒオウギ貝、

カキ、ヒラメの中から３品以上の素材が加わった「横綱平戸ちゃ

んこ鍋」は、海鮮のうま味がさらに詰まっています。

「平戸ちゃんこ鍋」は
食材と栄養の宝庫
～相撲と縁の深い土地で
　南蛮融合の郷土料理開発へ～

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

黒
田
市
長　
「
ち
ゃ
ん
こ
」の
語
源
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
有
力
な
説
と
し

て
は
江
戸
時
代
は
じ
め
に
中
国
か
ら
伝
え

ら
れ
た
中
華
鍋「
チ
ャ
ン
グ
オ
」が
、
寛

永
・
正
保
年
間
に
長
崎
巡
業
の
力
士
た
ち

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
転
じ
て

「
ち
ゃ
ん
こ
」に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

服
部
校
長　

な
る
ほ
ど
。
平
戸
ち
ゃ
ん
こ

鍋
は「
あ
ご
だ
し
」と
い
う
の
が
い
い
で

す
ね
。
ト
ビ
ウ
オ
は
焼
い
て
食
べ
る
の
も

お
い
し
い
よ
ね
。
あ
れ
を
食
べ
な
が
ら
飲

む
お
酒
は
本
当
に
お
い
し
い（
笑
）。 

黒
田
市
長　

平
戸
に
は
、
他
に
も「
天
然

ひ
ら
め
」や「
あ
ら
」が
日
本
で
も
有
数
の

水
揚
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

服
部
校
長　
「
あ
ら
鍋
」と
い
う
の
は
、
本

当
に
力
士
さ
ん
が
喜
ぶ
鍋
で
し
て
、
そ
う

し
た
食
材
を
平
戸
な
ら
で
は
の「
ち
ゃ
ん

こ
」に
し
て
提
供
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長
さ
ん
の
思
い

入
れ
は
す
ご
い
ね
。
こ
れ
は
き
っ
と
成
功

す
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

黒
田
市
長　

服
部
先
生
に
こ
れ
だ
け
太
鼓

判
を
押
し
て
い
た
だ
け
る
と
勇
気
１
０
０

倍
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
一
度
、
平

戸
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
本
日
は
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



至平戸大橋

至生月大橋

至川内峠

至田助地区

～　　龍踊り演舞場所
～　　獅子舞演舞場所

魚の棚町魚の棚町魚の棚町

裁判所

木引田町

新町

市役所

平戸城

平戸小学校 平戸警察署

親和銀行

みやんちょ駐車場

御旅所

松浦史料博物館

平戸オランダ商館

平戸港交流広場

宮の町

崎方町

亀岡神社

平
戸
く
ん
ち　
　
　
　

平
戸
く
ん
ち　
　
　
　

ま
ち
歩
き
Ｍ
Ａ
Ｐ　

ま
ち
歩
き
Ｍ
Ａ
Ｐ　

平
戸
く
ん
ち　
　
　
　

ま
ち
歩
き
Ｍ
Ａ
Ｐ　

平
戸
く
ん
ち

平
戸
く
ん
ち

ま
ち
歩
き

ま
ち
歩
き

平
戸
く
ん
ち

ま
ち
歩
き

10 月 25日 ( 木 )10 月 25日 ( 木 )
亀岡神社　亀岡神社　奉納踊り　午前 9時奉納踊り　午前 9時～

　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発

10 月 25日 ( 木 )
亀岡神社　奉納踊り　午前 9時～

　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発

平
戸
大
々
神
楽
奉
納

　
　

10
月
26
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
岡
神
社

　

現
在
の
平
戸
神
楽（
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
）は
、
松
浦
家
29
代
鎮
信（
天

祥
）の
時
代
に
、
壱
岐
出
身
の
国
学
者
橘

三
喜
が
、
全
国
各
地
の
一
の
宮
を
巡
拝

し
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
24
番
に
お
よ

ぶ
平
戸
神
楽
を
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
も
番
数
が
多
い
大
々

神
楽
は
、
秋
季
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
、

終
了
ま
で
７
〜
８
時
間
に
お
よ
び
ま
す
。

　

平
戸
神
楽
を
代
表
す
る
演
目
の「
二

剣
」は
、
真
剣
３
本
を
使
う
こ
と
か
ら
別

名「
三
本
舞
」と
も
呼
ば
れ
、
舞
手
の
技

術
力
・
体
力
・
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る

最
も
難
し
い
演
目
で
あ
り
、「
二
剣
」の

出
来
で
神
楽
全
体
の
完
成
度
が
決
ま
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

御神幸順路
　お上り
　お下り

●龍踊り・獅子●龍踊り・獅子
　舞演舞行程　舞演舞行程
●龍踊り・獅子
　舞演舞行程

10：10

10：20

10：35

10：40

10：50

11：00

11：30

11：50着
12：45発

10：00発
13：40着

獅子舞（宮の町獅子舞保存会）

ジャ踊り（築地町ジャ踊り保存会）

なぎなた（天道流平戸なぎなた会）

●宮の町獅子舞
　亀岡神社（9:20）→　　新町（9:48）→　　
　　　　　　　　　　（平戸総合保険事務所前）
　魚の棚町（10:04）→　　木引田町（10:28）→
（冨喜そば前）　　　　　（木田家具店前）
　築地町①（10:55）→　　築地町②（11:13）→
（読売新聞センター前）　　（三共物産前）
　宮の町①（11:21）→　　浦の町（11:53）→
（三池鮮魚店前）　　　（北川病院前）
　崎方町（12:35）→　　宮の町②（13:02）
（東船具店前）　　　　（立石陶器店前）

●築地町龍踊り
　亀岡神社（8:45）→　　新町（9:45）→　　
　　　　　　　　　　　（森酒造前）
　職人町（10:30）→　　魚の棚町（10:50）→
（スカイシーホテル駐車場）　（丸屋商店前）
　木引田町（11:00）→　　宮の町①（11:20）→
（おかざき酒店前）　　　　（柿添病院前）
　 宮の町②（11:30）→　　浦の町   （11:40）→
（北古賀商店前）　　　　　（北川病院前）
　崎方町（12:05）→　   市役所前（12:35）
（平戸港ターミナル）

１

１

１
２

２

３

３

５

５

７

７

９

９

４

４

６

６

８

８

10

10

10

１

１

１

２

２

３

３

５

５

７

７

９

９

４

４

６

６

８

８

10

10

10

※これ以外でも演舞披露する行程です。
※この行程は予定で、時間・場所の変更や天候に
　よって中止になる場合があります。

▼平戸神楽は、壱岐を除く旧平戸藩領内の
各神社の祭礼で舞われており、３本の剣を
抜き放って舞う「二剣の舞」は圧巻です。
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み
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よ
し
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区　分 平戸市 国
172,200円
140,100円
－

172,200円
140,100円
135,700円

大学卒
高校卒
高校卒

一般行政職

技能労務職

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

270,657円
244,400円

330,650円
267,350円

367,300円
336,125円

大学卒
高校卒

一　般
行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
373,793円
378,814円
383,316円
351,800円
335,875円

324,600円
371,757円
376,400円
343,900円
280,000円

42.1歳
53.8歳
55.0歳
47.1歳
37.6歳

一般行政職
技能労務職
うち学校用務員
うち保育所調理員
消防職
【注】❶「平均給料月額」とは、平成24年4月1日現在における各 
　職種ごとの職員の基本給の平均です。             
❷「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合
　計しており、地方公務員給与実態調査において明らかにされ
　ているものです。             
❸類似団体のデータにつきましては、情報提供があり次第ホー
　ムページにて掲載いたします。             

　

市
で
は
、
職
員
の
給
与
の
実
態
と
定
数
管
理
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

職
員
の
給
与
は
、
民
間
の
給
与
水
準
を
基
に
し
た
人
事
院
勧
告
や
、
国
お
よ
び

県
な
ど
の
動
向
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
数
値
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
も
の
で
す
。

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
班（
☎
内
線
２
３
１
８
）

平戸市

職員の平均給与月額、初任給などの状況１職員の手当の状況２

特別職の給料などの状況４

職員数の状況３

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

②職員の初任給の状況

①平均年齢、平均給料月額、平均給与月額

平戸市

区　分 職員数 区　分 職員数

区　分

平戸市

国

給料月額など

区分

部門
職員数

平成23年度  平成24年度

20歳未満
20歳～ 23歳
24歳～ 27歳
28歳～ 31歳
32歳～ 35歳
36歳～ 39歳

40歳～ 43歳
44歳～ 47歳
48歳～ 51歳
52歳～ 55歳
56歳～ 59歳
60歳以上

（支給率）  
勤続20年 
勤続25年  
勤続35年  
最高限度額  
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２～ 20％加算）
１人当たり平均支給額
  

（支給率）　　　　　　　　
勤続20年　　　　　　
勤続25年　　　　　　
勤続35年　　　　　　　
最高限度額　　　　　　
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２～ 20％加算）

平戸市 国
１人当たり平均支給額
（23年度）　1,399,048円
（23年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
 2.60月分　　 1.35月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 15％

－

（23年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
 2.60月分　　 1.35月分
（1.45月分）　（0.65月分）
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 20％
・管理職加算　10～25％

2人
15人
37人
57人
83人
82人

77人
59人
62人
61人
72人
8人

615人

2.95月分（23年度支給割合）

2.95月分（23年度支給割合）

（算定方式）
給料月額×在職年数×600/100
給料月額×在職年数×360/100

（支給時期）　在任期間ごと

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

市　長
副市長

給　　料

報　　酬

期末手当

退職手当

一
般
行
政
部
門

議　　会

総　　務

税　　務

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

小　　計

5
84
18
0
45
19
39
44
22
276
71
78
425
133
21

5

0

31

190

615
（715）

5
87
19
0
46
18
40
44
23
282
74
75
431
133
23

6

0

31

193

624
（715）

0
-3
-1
0
-1
1
-1
0
-1
-6
-3
3
-6
0
-2

-1

0

0

-3

-9
(0)

事務事業の合理化による縮小

事務事業の合理化による縮小

事務事業の合理化による縮小

商工業務の充実による増加

事務事業の合理化による縮小

事務事業の合理化による縮小

欠員による減

欠員の補充

事務事業の合理化による縮小

欠員による減

教　　育
消　　防
小　　計
病　　院
水　　道

交　　通

下  水  道

そ  の  他

小　　計

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普

通

会

計

部

門

合　　計

対前年

増　減
主な増減の理由

計

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

24,132,406円

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

7,375,549円

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

①期末手当・勤勉手当

【注】（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

【注】❶職員数は一般職に属する職員の数です。
❷（　）内の数字は、条例定数の合計です。

※職員数については、今後も事務事業および組織機構の見直しな
　どを進めながら、定員適正化に努めていきます。

※（  ）の順位は県内13市での給料・報酬の順位。金額が高い順で
　設定しています。

②退職手当

【注】退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全
　職種に係る職員に支給された平均額です。

①年齢別職員構成の状況

②部門別職員数の状況と主な増減理由

平戸市市平平平平平戸戸市市平平平戸戸戸市市市平平平戸戸戸市市市

職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

■部制導入などにより人件費2億6,000万円（対平成21年度比）を節約
　部制導入から３年、これまで管理職のスリム化をはじめ、退職不補充、事務事業の見直
しなどにより、人員削減を積極的に行なった結果、24年度においては2億6,000万円（対
平成21年度比）の人件費の削減を実現しました。
　今後も、引き続き組織機構の見直しなどを進めながら、定員適正化に向けて努めていき
ます。

（13位/県内13市中）
（12位/県内13市中）
（９位/県内13市中）
（９位/県内13市中）
（９位/県内13市中）

712,000円
598,000円
415,000円
347,000円
326,000円



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
展
開
中
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
農
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
９

　

家
屋
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
ご
連
絡
を

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
９

募　

集

　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
３

マ
マ
友
を
作
っ
て
子
育
て
の
情
報

交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
総
務
課
人
事
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
７

平
成
24
年
度
臨
時
職
員
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

問
長
寿
保
険
課
長
寿
福
祉
班

　

☎
内
線
２
５
８
６

「
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護

見
舞
金
」を
支
給
し
ま
す

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
３

国
民
年
金
付
加
保
険
料
を
納
め
て

年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
４
７

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な
維

持
・
管
理
に
つ
い
て

問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

　

☎
内
線
２
２
９
２

10
月
は「
土
地
月
間
」10
月
１
日
は

「
土
地
の
日
」で
す

問
税
務
課
住
民
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
６

農
耕
作
業
用
自
動
車
も
ナ
ン
バ
ー

登
録
が
必
要
で
す
！

農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
、
家
族
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
農
作
業
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
作
業
は
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う

・
家
族
み
ん
な
で
機
械
操
作
を
覚
え
ま
し
ょ
う

・
安
全
点
検
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う

・
安
全
フ
レ
ー
ム
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と     

　

装
着
し
ま
し
ょ
う

・
足
場
の
悪
い
場
所
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
引
火
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
存
在
す
る
も
の
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成

24
年
中
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
り
、
ま
だ
税

務
課
職
員
が
調
査
に
伺
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

税
務
課
固
定
資
産
税
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合（
一
部
取
り
壊
し

　

も
含
む
）

○
新
た
に
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
は
、

公
道
を
走
行
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
あ
り
、
登
録
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
購
入
・
譲
渡
し
た
農
耕
作
業

用
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
届
け
出
な
し
に
ナ
ン

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な

ど
）ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
が
、
月
々
の

国
民
年
金
保
険
料
に
付
加
保
険
料（
月
額
４
０

０
円
）を
加
え
て
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金（
年
額
で
２
０
０
円×

付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
）が
上
乗
せ
さ
れ
て

一
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
め
た
場
合
の
例
は

次
の
と
お
り
で
す
。

付
加
保
険
料
納
付
総
額

　

４
０
０
円×

10
年（
１
２
０
月
）＝
４
８
，

　

０
０
０
円

付
加
年
金
受
給
額（
年
額
）

　

２
０
０
円×

10
年（
１
２
０
月
）＝
２
４
，

　

０
０
０
円

　

付
加
年
金
の
受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
、
納

め
た
付
加
保
険
料
総
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
お
得
で
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
該
当
者

お
よ
び
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
付
加
年
金
制

度
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

９
月
１
日（
土
）〜
10
月
31
日（
水
）は
秋
の

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
替
え
る
の
で
は
な
く
、

旧
自
動
車
の
廃
車
申
告
を
行
い
、
新
た
に
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

未
登
録
車
両
の
調
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
近
く
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
付
い
て

い
な
い
農
耕
作
業
用
自
動
車
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
税
務
課
住
民
税
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
、
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

国
土
利
用
計
画
法
は
、
適
正
か
つ
合
理
的
な

土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
土
地
取
引
の
届

出
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し
た
と
き

は
、
そ
の
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

２
週
間
以
内
に
当
該
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村

長
を
経
由
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
長
崎
県
企
画
振
興
部
土
地
対
策
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
都
市
計
画

課
都
市
計
画
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

　

①
市
街
化
区
域　

２
，
０
０
０
㎡
以
上

　

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域　

５
，
０
０
０

　
　

㎡
以
上

　

③
都
市
計
画
区
域
外　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
お
母
さ
ん
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
語

り
な
が
ら
自
分
に
あ
っ
た
子
育
て
を
見
つ
け
て

い
く
子
育
て
講
座
で
す
。

　

託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
31
日（
水
）か
ら
12
月
19
日

　
（
水
）の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）午
前
10
時

　

〜
正
午

　

※

で
き
る
だ
け
全
８
回
参
加
で
き
る
人

○
と
こ
ろ　

田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
お

　

母
さ
ん

○
募
集
人
数　

10
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

10
月
12
日（
金
）

　

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す

○
採
用
期
間　

平
成
24
年
度
内
の
必
要
な
期
間

　

※

必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。
欠
員

　
　

な
ど
が
無
い
場
合
は
登
録
し
て
も
採
用
さ

　
　

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
職
務
内
容　

事
務
補
助
、
看
護
師
、
保
育
士

　

な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
人
事
班
・
各
支
所
市
民
協
働
課
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※

看
護
師
、
保
育
士
と
し
て
登
録
を
希
望
す

　
　

る
人
は
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

※

登
録
の
有
効
期
間
は
、
平
成
25
年
３
月
31

　
　

日
ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人

○
日
額
賃
金　

５
，
５
０
０
円（
事
務
補
助
・

　

７
時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）

○
支
給
対
象
者　

65
歳
以
上
の
在
宅
寝
た
き
り

　

高
齢
者
な
ど
を
、
家
庭
に
お
い
て
６
カ
月
以

　

上
常
時
介
護
し
て
い
る
人

○
支
給
金
額　

２
５
，
０
０
０
円

○
申
請
期
限　

10
月
31
日（
水
）

○
申
請
方
法　

長
寿
保
険
課
長
寿
福
祉
班
、
ま

　

た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
万
が
一
の
際
に
効

果
を
発
揮
す
る
よ
う
適
切
な
維
持
、
管
理
が
必

要
で
す
。

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
か
ら
下
が
っ
て
い

る
引
き
ひ
も
を
引
く
、
ま
た
は
ボ
タ
ン
を
押
す

な
ど
し
て
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
点
検
方

法
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
取
扱
説

明
書
を
確
認
し
て
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

電
池
切
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
が
切
れ
そ
う

に
な
っ
た
時
、
音
や
光
で
知
ら
せ
る
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

忘
れ
ず
に
電
池
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※

電
池
の
寿
命
は
概
ね
５
年
か
ら
10
年
が
目
安

　

と
な
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て

　

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
取
扱
説
明
書

　

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
汚
れ
て
い
た
ら

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り
が
付
く
と
火

災
を
感
知
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
誤
作
動
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

半
年
に
１
回
は
掃
除
機
な
ど
で
ほ
こ
り
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
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平戸神楽の伝統を次世代へ継承するために
　８月17日から19日までの３日間、亀岡神社で、平戸神楽後継
者育成講習会が開催されました。この講習会は、平戸神楽の伝統
を次世代へ継承するための取り組みとして、毎年実施されている
もの。講習会の中で、子どもたちは式三番（扇舞・乱・供米）と
いう神楽の基本を学びました。初めて講習会に参加した本山雅く
ん（中野小１年）は、「平戸神楽は面白いです。上手になって早く
お父さんみたいになりたいです」と意気込みを語ってくれました。

生月町Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成決定書授与式開催
　地元住民のみなさんの健康スポーツ施設として利用されている
生月町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール施設を全面改修（予定工期：平
成24年11月～平成25年３月）します。この改修工事は、Ｂ＆Ｇ
財団より改修工事費用の65％（1,510万円）の助成を受け実施さ
れるもの。これに伴い、９月３日、平成24年度「平戸市生月町Ｂ
＆Ｇ海洋センター修繕助成」決定書授与式が行われ、Ｂ＆Ｇ財団理
事長広渡英治さんから黒田市長に助成決定書が授与されました。



働
く
人
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

問
長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
５‐

８
２
２‐

２
３
９
８

第
２
回
平
戸
大
心
茶
会
を
開
催
し
ま
す

問（
財
）松
浦
史
料
博
物
館

　

☎
22‐

２
２
３
６

　

平
戸
市
福
祉
健
康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
福
祉
保
健
部
福
祉
課
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
2
5
6
2

問
学
校
教
育
課
指
導
班

　

☎
内
線
２
６
１
4

来
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
幼
児
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

対象学校 と　き ところ

田助小学校

根獅子小学校
紐差小学校

田平北小学校
田平南小学校
田平東小学校

中津良小学校
堤小学校
津吉小学校
志々伎小学校
野子小学校

度島小学校

大島小学校

生月小学校
山田小学校

中野小学校

平戸小学校

田助小学校

ふれあい
センター

（中部公民館）

田平町民
センター

多目的研修
センター

（南部公民館）

度島小学校

大島小学校

生月町
中央公民館

中野小学校

平戸小学校

■就学時健診日程表

　

有
機
農
業
に
関
す
る
研
修
会
を

　

開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
農
林
課
農
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
５
３

申
・
問
猶
興
館
高
等
学
校（
武
本
）

　
　
　

☎
22
‐
２
０
６
４

猶
興
館
高
等
学
校

「
ア
ラ
カ
ル
ト
講
座
」を
開
講
し
ま
す

中
途
視
覚
障
害
者
の
集
い
が
開
催

さ
れ
ま
す

申
・
問
佐
世
保
市
視
覚
障
害
者
協
会

　
　
　

☎
０
９
５
６‐

24‐

９
４
０
７

　
　
　
（
火
・
金
・
土
・
祝
日
休
み
）

10月2日(火）
受付：午後2時45分～
健診開始：午後3時

10月10日(水)
受付：午後1時10分～
健診開始：午後1時30分

10月11日（木)
受付：午後2時～
健診開始：午後2時30分

10月16日(火)
受付：12時10分～
健診開始：12時20分

10月19日(金)
受付：午後2時10分～
健診開始：午後2時30分

10月24日(水)
受付：午後2時～
健診開始：午後2時30分

10月26日（金）
受付：午後2時45分～
健診開始：午後3時

10月30日（火）
受付：午後2時20分～
健診開始：午後2時30分

10月18日（木）
受付：午後1時40分～
健診開始：午後2時

と　　　　　き内　　容
10月11日（木）　午後７時～午後９時
10月16日（火）　午後７時～午後９時
10月23日（火）　午後７時～午後９時
10月25日（木）　午後７時～午後９時
10月30日（火）　午後７時～午後９時
11月　1日（木）　午後７時～午後９時
11月　6日（火）　午後７時～午後９時
11月　8日（木）　午後７時～午後９時
11月13日（火）　午後７時～午後９時
11月15日（木）　午後７時～午後９時

放射線について
裁判員制度について
身体つくり運動
数学を楽しもう
手芸
手芸
日常英会話
日常英会話
明治以降の食の変化
楽しい理科実験

平戸市からのお知らせ

○
購
入
方
法　

茶
券
の
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、

　

松
浦
史
料
博
物
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

人
生
途
中
で
の
失
明
は
、
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き

く
生
活
全
般
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
境
遇
の
仲
間
が
集
い
、
抱
え
て
い

る
悩
み
や
問
題
を
話
し
合
い
、
と
も
に
励
ま
し

支
え
あ
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
集
い
を
開
催
し

ま
す
。

○
と　

き　

10
月
28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

○
と
こ
ろ　

医
療
法
人
白
十
字
会
戸
尾
ビ
ル
２

　

階
会
議
室（
佐
世
保
市
戸
尾
町
４-

５
）

○
参
加
費　

無
料

○
内　

容　

長
崎
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

　

タ
ー
に
よ
る
手
引
き
講
演
会
、
視
覚
障
害
者

　

用
福
祉
用
具
説
明
会
・
同
展
示
、
佐
世
保
市

　

障
が
い
福
祉
課
と
の
懇
談
会
、
困
り
ご
と
相

　

談
室
な
ど

○
参
加
申
込
期
限　

10
月
24
日（
水
）

　

猶
興
館
高
等
学
校
で
は
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

英
語
、
体
育
、
家
庭
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る

教
養
講
座「
ア
ラ
カ
ル
ト
講
座
」を
開
講
し
ま
す
。

　

県
の
労
働
委
員
会
で
は
、
働
く
人
と
会
社
の

間
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

お
り
、
10
月
を『「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制

度
」に
係
る
周
知
月
間
』と
し
て
、
県
の
労
働

相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、「
休
日
相

談
」を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
労
働
相
談
の
ほ
か
、
あ
っ
せ
ん
制

度
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

　

相
談
・
あ
っ
せ
ん
と
も
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）、
20

　

日（
土
）、
21
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
佐
世
保
労
働
相
談
情
報
セ

　

ン
タ
ー（
県
北
振
興
局
新
館
２
階
労
政
課
内
）

○
と　

き　

10
月
28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

松
浦
史
料
博
物
館
・
御
部
屋
の
坂

　

庭
園

○
茶　

券　

５
，０
０
０
円（
濃
茶
席「
九
皐
斎
・

　

鎮
信
流
松
華
会
」、
立
礼
薄
茶
席「
御
部
屋
の

　

坂
庭
園
・
鎮
信
流
松
清
会
」、
薄
茶
席「
閑
雲

　

亭
・
表
千
家
流
同
好
会
」、
点
心
席「
松
浦
家
・

　

鎮
信
流
」、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
・
松
浦
史

　

料
博
物
館
無
料
入
館
券
付
き
）

　

お
好
き
な
講
座
を
選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

猶
興
館
高
等
学
校

○
募
集
人
数　

講
座
ご
と
に
30
人（
先
着
順
）

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
期
限　

各
講
座
前
日（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
）

　　

小
学
校
入
学
前
に
、
疾
病
な
ど
の
治
療
を
す

す
め
、
学
校
で
の
集
団
生
活
に
備
え
る
た
め
、

就
学
時
健
康
診
断
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
期
日
に
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
は
、
事
前
に
通
知
は

が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
、
場
所
、
持

参
品
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当

日
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
通
知
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
」「
記

載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
」「
健
康
上
の
理
由
な
ど

で
受
診
で
き
な
い
」な
ど
の
場
合
は
、
健
診
日

ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年

　

４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児

　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
進
め
る
た
め
、
有

機
農
作
物
の
生
産
と
安
全
で
安
心
で
き
る
食
の

提
供
に
関
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
２
日（
金
）午
後
２
時
〜

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設
研
修
室

○
内　

容　

有
機
農
業
な
ど
の
制
度
お
よ
び
表

　

示
に
つ
い
て

○
申
込
締
切
日　

10
月
19
日（
金
）

○
と　

き　

10
月
21
日（
日
）午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
特
別
協
賛　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

○
入
場
料　

無
料

▼
福
祉
講
演
会（
手
話
通
訳
あ
り
）

○
と　

き　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

〇
講　

師　

林
田　

ス
マ
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

　

ン
サ
ー
）

○
演　

題　
「
共
に
生
き
る
、
共
に
輝
く
、
元

　

気
の
輪
」

▼
催
し
物

　

昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た
、「
お
も
ち
ゃ
・
育

児
用
品
の
バ
ザ
ー
」と「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
コ
ー

ナ
ー
」も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
保
育
園
児

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
福
祉
施
設
・
団
体

に
よ
る
作
品
展
・
バ
ザ
ー
、各
種
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
も
ち
つ
き
、
呈
茶
な
ど
楽
し

い
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

保
育
士
に
よ
る
無
料
の
託
児
所
や
キ
ッ
ズ
広

場
、
遊
具
広
場
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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【講師プロフィール】
昭和22年福岡県生まれ。RKB
毎日放送アナウンサーを経て、
現在はフリーアナウンサーとし
て、テレビ、ラジオの番組を中
心に、企業や官公庁の講演会な
どでも活躍中。主な著書「こと
ばの花束」「こころの花束」など



事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

問
長
崎
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
５
‐
８
０
１
‐
０
０
２
５

全
国
吟
詠
大
会
を
開
催
し
ま
す

問
小
田　

桜
瑛

　

☎
28
‐
０
６
２
４

平
成
25
年
度
生
を
募
集
し
ま
す

問
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
５
６
‐
62
‐
４
１
５
１

長
崎
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

☎
０
９
５
‐
８
１
１
‐
５
１
２
９

問

「
長
崎
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議

会
」に
ご
相
談
下
さ
い

長
崎
県
企
画
振
興
部
観
光
振
興
課

☎
０
９
５
‐
８
９
５
‐
２
６
４
３

問

県
民
み
ん
な
で
、
総
お
も
て
な
し

運
動
の
取
り
組
み
を
〜
10
月
は
お

も
て
な
し
強
化
月
間
で
す
〜

【
平
戸
地
区
】

川
上　

煌
太 

繁 

紐
差
第
３

杉
山　

優
心 

信
好 

獅
子
第
４

田
渕　

皇
翔 

善
幸 

猪
渡
谷

林　

亮
太
朗 

康
一 

紐
差
第
１

見
井
田　

樹 

誠 

高
麗
町

森
﨑　

結
仁 

幸
茂 

根
獅
子
第
２

田
中　

陽
々
紀 

崇
継 

新
町

松
本　

陽
太 

光
弘 

上
大
垣

山
口　

琉
聖 

隆
德 

大
志
々
伎

濵
道　

杏
奈 

直
樹 

中
山

平
松　

咲
愛 

走 

中
の
原

山
内　

佑
華 

勝
也 

高
越

松
尾　

瑛
人 

佐
智
夫 

堤

平
野　

愛
和 

将
司 

高
麗
町

西　
　

杏
理 

利
貴 

宮
の
浦

岩
永　

侑
舞 

侑
樹 

稗
田

松
野　

和
花 

真
吾 

中
の
崎

田
中　

結
良
叶 

龍
太
郎 

木
引
田
町

春
本　

湧 

洋 

戸
石
川

【
生
月
地
区
】

近
藤　

圭
晟 

和
隆 

堺
目

小
楠　

智
花 

義
春 

山
田

【
田
平
地
区
】

住
江　

風
鈴 

京
介 

永
田

藤
田　

崇
志 

武
士 

坊
田

野
上　

朔 

史
朗 

永
田

西
浦　

琥
斗 

誠
友 

大
久
保

岡
部　

圭 

裕 

永
田

【
大
島
地
区
】

白
石　

陽
葵 

典 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

吉
岡　

サ
ワ 

95
歳 

8
／
15 

向
月

杉
山　

実 

66
歳 

8
／
16 

戸
石
川

口
石　

ス
イ 

98
歳 

8
／
17 

鮎
川

福
田　

ナ
ツ 

99
歳 

8
／
18 

木
ヶ
津
第
２

小
﨑　

喜
代
衞 

90
歳 

8
／
18 

志
々
伎
浦

日
高　

正
一 

75
歳 

8
／
19 

堤

森
村　

ヒ
サ 

92
歳 

8
／
26 

稗
田

柴
山　

タ
ミ 

92
歳 

8
／
26 

宮
の
浦

井
上　

德
次
郎 

87
歳 

8
／
27 

白
浜

谷
口　

君
代 

99
歳 

8
／
27 

津
吉
元

千
葉　

ユ
ク 

86
歳 

8
／
28 

古
江

井
上　

禮
子 

83
歳 

8
／
30 

高
麗
町

菊
川　

世
紀 

71
歳 

8
／
30 

上
大
垣

山
口　

オ
ト
メ 

80
歳 

8
／
30 

根
獅
子
第
４

大
石　

俊
介 

28
歳 

9
／
2 

後
平

中
村　

𠮷
重 

84
歳 

9
／
5 

津
吉
元

西
尾　

賴
尊 

94
歳 

9
／
5 

宮
の
浦

古
川　

彌
次
雄 

99
歳 

9
／
6 

度
島
三
免

千
北　

廉
一 

81
歳 

9
／
6 

中
の
原

宮
田　

篤 

84
歳 

9
／
7 

薄
香
浦

正
木　

久
子 

89
歳 

9
／
7 

新
町

村
川　

ミ
ヱ 

89
歳 

9
／
9 

宝
亀
第
４

山
口　

清 

84
歳 

9
／
9 

志
々
伎
浦

近
藤　

久
子 

86
歳 

9
／
11 

崎
方
町

井
手
口　

泰
子 

64
歳 

9
／
11 

津
吉
元

山
川　

春
彦 

81
歳 

9
／
13 

猪
渡
谷

【
生
月
地
区
】

山
下　

安
雄 

84
歳 

8
／
19 

浦
北

松
本　

栄
吉 

86
歳 

8
／
20 

舘
浦
浜

川
上　

ハ
ツ
子 

86
歳 

8
／
25 

山
田

久
豊　

ヨ
シ 

86
歳 

8
／
29 

舘
浦
屋
敷

池
田　

景
高 

74
歳 

9
／
5 

舘
浦
屋
敷

伊
藤　

ミ
ツ
子 

88
歳 

9
／
8 

浦
南

田
代　

イ
ノ 

88
歳 

9
／
13 

浦
南

【
田
平
地
区
】

梶　

千
代
子 

88
歳 

8
／
20 

永
田

髙
野　

ミ
キ
ヱ 

76
歳 

8
／
25 

小
手
田

森
井　

長
利 

85
歳 

8
／
29 

以
善

木
下　

弘 

72
歳 

9
／
2 

以
善

七
種　

淳
一 

92
歳 

9
／
11 

山
内　

【
大
島
地
区
】

井
手　

博
康 

65
歳 

9
／
2 

大
根
坂

　
　
　
　
　
　
　
（
８
／
16
〜
９
／
15
受
付
分
）

■８月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期（ 　）内は昨年同期

■８月末までの
　交通事故件数

件　数

死　者

負傷者
（重傷）15名（軽傷）57名

（45件）

（  ０名）

（70名）

57件

０名

72名

■ひらどふれあい福祉基金

　　○生月町壱部　山下　知之

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。

火災

救急

17件）

1,099件（1,088件）

　12件（
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○
と　

き　

10
月
14
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

　

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
就
職

に
必
要
な
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
験
料
、
入
学
金
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

○
募
集
科
目

　

①
１
年
課
程　

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建
築
設

　
　

計
施
工
科
、
機
械
技
術
科
、
溶
接
技
術
科
、

　
　

塗
装
技
術
科

　

②
２
年
課
程　

電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車

　
　

整
備
科

○
応
募
資
格　

高
校
を
卒
業
し
た
人（
来
春
高

　

校
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）ま
た
は
同
等
以

　

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

　

※

自
動
車
整
備
科
の
受
験
は
、
高
校
卒
業
者

　
　

お
よ
び
来
春
卒
業
見
込
み
者
な
ら
び
に
大

　
　

学
受
験
資
格
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
間　

10
月
５
日（
金
）〜
10
月
18

　

日（
木
）

○
入
校
選
考
日　

10
月
25
日（
木
）

○
試
験
科
目　

学
力
試
験（
国
語
・
数
学
）、
面

　

接

　　

平
成
25
年
３
月
に
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

が
最
終
期
限
を
迎
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は

実
現
可
能
な「
再
生
計
画
」の
策
定
と
、
そ
の

実
践
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
な
お
一
層
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
、
雇
用
維
持
、
事
業
継
続
な
ど

を
目
的
と
し
、
中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
電
話
で
面
談
日
時
を
ご
予
約
下

さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

○
事
業
案
内
や
３
期
分
の
決
算
書
な
ど
の
資
料

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
県
北
地
区
定
期
相
談
会
は
第
２
・
４
水
曜
日

　

で
す
。

○
当
協
議
会
は
資
金
貸
付
お
よ
び
保
証
の
窓
口

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
や
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
が
予
定
さ
れ
、
ま
た
、
外
国
か
ら
の
観
光
客

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ
ん
を
温
か
く
お
迎

え
す
る
た
め
、
観
光
関
係
者
や
行
政
が
一
緒
に

な
り「
長
崎
県
総
お
も
て
な
し
運
動
」に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

協
力
も
必
要
で
す
。

　
「
お
も
て
な
し
」と
い
っ
て
も
、
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
で
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
町
を
き
れ
い
に
し

た
り
、
で
き
る
こ
と
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

長
崎
を
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
、
ま

た
長
崎
に
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

○
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　

・
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

　

・
町
の
清
掃
や
花
壇
作
り
な
ど
で
気
持
ち
の

　
　

い
い
散
策
の
お
手
伝
い

　

・
観
光
バ
ス
に
手
を
ふ
っ
て
お
迎
え
や
お
見

　
　

送
り

　

・「
は
い
、
チ
ー
ズ
！
」写
真
を
撮
っ
て
あ
げ

　
　

ま
し
ょ
う

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で

も
雇
用
す
る
事
業
主
は
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

長
崎
労
働
局
で
は
、
労
働
保
険
の
未
加
入
事

業
所
を
な
く
す
た
め
の
対
策（
労
働
保
険
未
手

続
事
業
一
掃
対
策
）を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業

主
の
人
は
早
急
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

か
わ
か
み 

こ
う　
た 

し
げ
る　

す
ぎ
や
ま 

ゆ　

な 

の
ぶ
よ
し

　
た　
ぶ
ち 

お
う　
が 

よ
し
ゆ
き

は
や
し　

り
ょ
う
た
ろ
う 

こ
う
い
ち

　
み　

い　

だ 

い
つ
き 

ま
こ
と

も
り
さ
き 

ゆ
い　
と 

ゆ
き
し
げ

　
た　
な
か 

ひ　

び　

き 

た
か
つ
ぐ

ま
つ
も
と 

よ
う　
た 

み
つ
ひ
ろ

や
ま
ぐ
ち 

り
ゅ
う
せ
い 

た
か
の
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
み
ち 

あ
ん　
な 

な
お　
き

ひ
ら
ま
つ 

さ　

ら 

か
け
る

や
ま
う
ち 

ゆ
う　
か 

か
つ　
や

ま
つ　
お 

え
い　
と 

さ　

ち　

お

ひ
ら　
の 

あ
い　
か 

ま
さ　
し

に
し 

あ
ん　
り 

と
し　
き

い
わ
な
が 

ゆ　

ま 

ゆ
う　
き

ま
つ　
の 

わ　

か 

し
ん　
ご

　
た　
な
か 

ゆ　

い　

と 

り
ゅ
う
た
ろ
う

は
る
も
と 

ゆ
う 

ひ
ろ
し

こ
ん
ど
う 

か　
な
る 

か
ず
た
か

　
お　
ぐ
す 

と
も　
か 

よ
し
は
る

す
み　
え 

り　

ん 

き
ょ
う
す
け

ふ
じ　
た 

し
ゅ
う
じ 

た
け　
し

　
の　
が
み 

は
じ
め 

し　
ろ
う

に
し
う
ら 

か
い　
と 

あ
き
と
も

お
か　
べ 

け
い 

ひ
ろ
し

し
ら
い
し 

ひ
ま
り 

つ
か
さ

よ
し
お
か

す
ぎ
や
ま 

み
の
る

く
ち
い
し

ふ
く　
だ

　
こ　
さ
き 

き　

よ　

え

　
ひ　
だ
か 

し
ょ
う
い
ち

も
り
む
ら

し
ば
や
ま

い
の
う
え 

と
く　
じ　
ろ
う

た
に
ぐ
ち 

き
み　
よ

　
ち　

ば

い
の
う
え 

れ
い　
こ

き
く
か
わ 

せ
い　
き

や
ま
ぐ
ち

お
お
い
し 

し
ゅ
ん
す
け

な
か
む
ら 

き
ち
じ
ゅ
う

に
し　
お 

よ
り
た
か

ふ
る
か
わ 

や　

じ　

お

　
ち　
ぎ
た 

れ
ん
い
ち

み
や　
だ 

あ
つ
し

ま
さ　
き 

ひ
さ　
こ

む
ら
か
わ

や
ま
ぐ
ち 

き
よ
し

こ
ん
ど
う 

ひ
さ　
こ

　
い　
で　
ぐ
ち 

や
す　
こ

や
ま
か
わ 

は
る
ひ
こ

や
ま
し
た 

や
す　
お

ま
つ
も
と 

え
い
き
ち

か
わ
か
み

ひ
さ
と
よ

い
け　
だ 

か
げ
た
か

　
い　
と
う

　
た　
し
ろ

か
じ 

ち　

よ　

こ

た
か　
の　
　
　

も
り　
い 

た
け
と
し

　
き　
し
た 

ひ
ろ
し

さ
い
く
さ 

じ
ゅ
ん
い
ち

　
い　

で 

ひ
ろ
や
す


